
市公式 LINE の予約メニューから申し込みできます。ご両親は
もちろん、おじいちゃん、おばあちゃんとの応募、お子さん一人
での応募も大歓迎！ 申込み：市民協働推進課　広報担当　☎内線 214

紡
を ぐ時

元気で勉強も運動もがんばれ！
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ご意見は
コチラ

　織物（
ハ
タ
オ
リ
）の
ま
ち
、富
士
吉
田
。そ
の

歴
史
は
、ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な

富
士
吉
田
の
歴
史
の
一
端
を
、広
報
担
当
の

ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　6
月
号
に
掲
載
し
た
写
真
は
、昭
和
30
年
代

頃
の
市
制
祭
で
行
わ
れ
て
い
た「
ミ
ス
富
士
コ
ン

ク
ー
ル
」の
様
子
で
す
。記
録
に
よ
る
と
、当
時

は
市
制
祭
で
最
も
人
気
の
あ
る
イ
ベン
ト
で
あ

り
、優
勝
者
を
は
じ
め
と
す
る
入
賞
者
は
、市

内
で
パレ
ー
ド
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
こ
れ
は
何
年

頃
だ
と
思
う
」な
ど
、些
細
な
こ
と
で
も
ぜ
ひ

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　今回
ご
紹
介
す
る
写
真
は
こ
ち
ら
で
す
。

渡辺雄一さん（祖父）

渡辺　栞さん(6歳)　　椋成さん(6歳)
わたなべ りょうせいしおり

都留信用組合からのお願い お客さま情報やお取引の目的などの
更新にご協力をお願いいたします。

都留信用組合では、口座が犯罪に利用されることを防ぐためお客さまにハガキを定期的に送付
した情報更新を依頼しています。情報更新はお客さまの大切な口座を守ることにつながります。

※ご回答に際し、金融機関が暗証番号やパスワードの入力を求めることはありません。また、電子メール
や SMSで本人確認することはありません。詳しくは、ハガキに記載の電話へお問い合わせください。

ハガキが
届きます

住所やお取引目的等
の更新を依頼してい
ます。

スマートフォンパソコン
からのご回答

一人ひ
とりの協力が必要です

つなぐ絆で、
地域を守る。
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富士吉田市をホームタウンとし、『なでしこリーグ一部昇格』を目標に日々精進しています
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❶ 1992年11月12日
❷ MF
❸ もか
❹ 速さ、鼓舞する声
❺ 犬を愛でる、映画鑑賞、
　 掃除
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❶ 1997年4月7日
❷ MF
❸ ゆみこ、編集長
❹ 足の速さ
❺ セルフネイル
❻ フルーツおいしいし、
　 いっぱいもらえてハッピー！

❶ 2000年8月14日
❷ GK
❸ しま
❹ 身長
❺ コーヒー豆探し
❻ 自然
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富士の里市民大学にて五十嵐GMが講演

▼
こ
ん
に
ち
は
、市
長
の
堀
内
茂
で
す
。

▼
毎
年
６
月
30
日
、
北
口
本
宮
冨
士

浅
間
神
社
で
お
道
開
き
が
執
り
行
わ

れ
ま
す
。こ
の
お
道
開
き
は
富
士
山
の

開
山
前
夜
祭
で
、
手
力
男
命（
た
ぢ
か

ら
お
の
み
こ
と
）
が
鳥
居
の
注
連
縄

（
し
め
な
わ
）
を
断
ち
、
登
山
道
を
開

く
神
事
で
、
登
山
者
の
安
全
を
祈
願

し
ま
す
。

▼
こ
の
神
社
を
起
点
と
す
る
吉
田
口

登
山
道
沿
い
に
は
、
石
塔
や
建
造
物
の

痕
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。大
塚
丘
、

中
ノ
茶
屋
、馬
返
、鈴
原
社
周
辺
を
は

じ
め
、数
多
く
の
富
士
講
の
足
跡
が
刻

ま
れ
た
石
塔
に
は
、自
然
の
苔
が
根
付

き
、大
自
然
と
と
も
に
神
秘
的
な
信
仰

文
化
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

▼
私
が
目
指
す
の
は
、こ
の
歴
史
あ
る

吉
田
口
登
山
道
の
再
興
で
す
。

▼
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
に
富
士

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
が
開
通
し
て
以
来
、
麓

か
ら
の
登
山
者
は
す
っ
か
り
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、
麓
か
ら
続
く

吉
田
口
登
山
道
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
、
そ
の

想
い
か
ら
、
昨
年「
富
士
山
吉
田
口
登

山
道
保
存
と
活
用
の
た
め
の
活
動
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

▼
２
０
３
５
年
を
目
標
に
、
一
合
目
の

鈴
原
社
、
四
合
五
勺
御
座
石
浅
間
神

社
の
復
興
や
再
整
備
に
向
け
て
、大
き

く
動
き
出
し
て
い
ま
す
。法
規
制
や
複

雑
な
権
利
関
係
な
ど
が
あ
り
、
時
間

は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
沿

道
に
群
生
す
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
フ
ジ

ザ
ク
ラ
の
植
生
の
保
全
、
案
内
板
、
環

境
配
慮
型
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
関
係

団
体
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、

一
歩
一
歩
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

▼
中
ノ
茶
屋
か
ら
馬
返
ま
で
の
距
離

は
約
４
キ
ロ
、標
高
は
１
，０
０
０ｍ
を

超
え
る
た
め
、
市
街
地
が
猛
暑
の
日

で
も
、
涼
み
な
が
ら
の
森
林
浴
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
エ
リ
ア
で

す
。森
の
香
り
、鳥
の
声
、神
々
し
い
樹

形
、
澄
み
渡
る
空
気
な
ど
五
感
を
刺

激
す
る
自
然
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

▼
古
の
先
人
と
同
じ
道
を
歩
み
、
富

士
山
の
自
然
を
体
感
で
き
る
こ
の
場

所
は
、
未
来
へ
と
守
り
受
け
継
ぐ
べ
き

本
市
の
宝
で
す
。

吉
田
口
登
山
道

　自
然
と

信
仰
文
化
が
共
生
す
る
古
の
道

市長
コ ラ ム

No.5

イラスト：野良 颯美

5月27日（水）、富士の里市民大学で「スポーツ×予防医学」をテーマに
講演を行いました。当日は約100名の地域の皆さまにご参加いただき、
スポーツ観戦が外出へのきっかけや歩行などの軽い身体活動の促進、
生活習慣の改善につながるなど、スポーツ観戦をすることによる新し
い健康づくりの方法を講演しました。講演中には、座りながらできるスト
レッチも実施。さらに出口春奈選手・大矢歩選手・成迫実咲選手が登
壇。最後は参加された方々とハイタッチで触れ合い交流を深めました。

い
に
し
え
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　1番員・渡辺凌
りょうじ
司さんの「いくぞ！」という勇ましい掛け声に、団員たち

が「おー！」と呼応すると、空気が一気に引き締まります。消防活動に必
要な動作の正確さや速さを競う第55回ポンプ操法大会。競技前に恒例の
円陣を組んで士気を高めた第5分団の姿は、まるで鎧をまとって戦場に向
かう勇壮な武者たちのよう。
　富士吉田市消防団第5分団（松山）は、今年の大会で見事4年連続優勝を
達成。節度ある動きと無駄のない素早い操作には、日々の鍛錬の積み重ね
が表れていました。来年の大会では、節目となる記録も期待されています。
　出場メンバーは、工場勤務や建設業、金融機関、警備会社など職業もさま
ざま。4月から週1回程度、平日の夜に集まり、土日の負担はかけずに練習
を重ねてきました。その日に磨く動きを絞り込みながら効率よく技術を
高めた結果、練習ではなかなか届かなかった基準タイムを最後の練習で突
破。そして迎えた本番。第5分団は持ち前の本番強さを発揮し、磨き上げ
た技術を存分に披露しました。
　消防団というと厳しいイメージがあるかもしれませんが、実際は先輩た
ちが基礎から丁寧に教えてくれる温かな場所です。団員からは「消防を
やっていなければ絶対に会わなかった人たちと出会えた」という声も。普
段の生活では接点のない人たちと知り合い、仲間として同じ時間を重ねら
れることも消防団の大きな魅力です。全国で山林火災や大規模火災が相
次ぐ今、地域を知る消防団の存在は欠かせません。まちの安全を守るため、
それぞれの仕事の先に、今日も団員たちの頼もしい支えがあります。
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め
、
市
街
地
が
猛
暑
の
日

で
も
、
涼
み
な
が
ら
の
森
林
浴
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
エ
リ
ア
で

す
。森
の
香
り
、鳥
の
声
、神
々
し
い
樹

形
、
澄
み
渡
る
空
気
な
ど
五
感
を
刺

激
す
る
自
然
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

▼
古
の
先
人
と
同
じ
道
を
歩
み
、
富

士
山
の
自
然
を
体
感
で
き
る
こ
の
場

所
は
、
未
来
へ
と
守
り
受
け
継
ぐ
べ
き

本
市
の
宝
で
す
。

吉
田
口
登
山
道

　自
然
と

信
仰
文
化
が
共
生
す
る
古
の
道

市長
コ ラ ム

No.5

イラスト：野良 颯美

5月27日（水）、富士の里市民大学で「スポーツ×予防医学」をテーマに
講演を行いました。当日は約100名の地域の皆さまにご参加いただき、
スポーツ観戦が外出へのきっかけや歩行などの軽い身体活動の促進、
生活習慣の改善につながるなど、スポーツ観戦をすることによる新し
い健康づくりの方法を講演しました。講演中には、座りながらできるスト
レッチも実施。さらに出口春奈選手・大矢歩選手・成迫実咲選手が登
壇。最後は参加された方々とハイタッチで触れ合い交流を深めました。

い
に
し
え
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富士北麓地域
合同企業ガイダンスの開催

企業ガイダンス参加企業等

移住・就職相談ブース

　本市と周辺町村（西桂町・忍野村・山中湖村・富士河口湖町・鳴沢
村）は、山梨労働局・ハローワーク富士吉田と連携し「富士北麓地域
合同企業ガイダンス」を開催します。参加登録は必要ありません。皆さ
んの参加をお待ちしています！
　また、本年度も移住に関する相談ブースを設置しますので、ぜひお
越しください。

第79回富士登山競走、開催！！

市役所駐車場の利用 イベント

　国内外から集まったランナーたちが、市役所をスタートし、富士山頂上と
五合目を目指して駆け上がります。大会当日は交通規制を行います。通勤・
通学などにご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

　大会準備と開催のため、7月23日(木)～24日(金)は、
市役所正面玄関前駐車場および中庭駐車場が利用で
きません。この期間は、市職員駐車場（山梨第一貨物
様富士山側・メガネのフジタ様横）をご利用ください。
※この期間、市役所の各業務は通常通り行います

　表彰セレモニーに加え、キッチンカーやマルシェなど
の出店も予定しています。皆さんのご来場をお待ちし
ています！
日時■7月24日（金）　午前10時～午後4時
場所■富士北麓公園「富士山GXスタジアム」

※参加企業等は変更になる場合があります　※最新の情報は市ホームページをご確認ください

問合せ■ 生涯学習課　☎内線 535

山　頂コース：午前7時
五合目コース：午前8時30分

スタート
時間7月24日金日 程

お待ちして
います！

お気軽に
ご参加ください！

日　時 ■ ８月７日（金）　①午前10時～正午　②午後２時～４時
　　　　 ※受付は、各開始時間の30分前から行います
場　所 ■ ハイランドリゾートホテル＆スパ　グランドバンケット「富士」
対　象 ■ 地元富士北麓地域の企業などに関心のある方
内　容 ■ 企業担当者との個別面談方式による企業紹介
服　装 ■ 自由
参加料 ■ 無料
問合せ ■ 商工振興課　☎内線402・403

詳細はこちら

富
士
見
バ
イ
パ
ス

昭
和
通
り

←至山中湖 至鳴沢村→

至河口湖→

至月江寺駅→

金鳥居

北口本宮冨士
浅間神社

国道137号

選手走行ルート

国道138号

富士北麓公園

中ノ茶屋

五合目フィニッシュ◎

山頂フィニッシュ
◎

富楽時

都留信

メガネ
フジタ

セブン
イレブン

吉田ガス

富士山駅

来庁者専用
臨時駐車場

P

P

6:55～7:10
8:25～8:40

スタート地点
6:30～7:05
8:00～8:35
※7:05～8:00までは
　通行できます

規制予定時間

規制予定時間

規制予定時間

7:00～7:30
8:30～9:00

通行止時間

6:55～7:20
8:25～8:50

※規制予定時間は、概ねの設定です。
　選手の通過状況により、多少の差異があります。

規制予定時間
7:05～7:45
8:35～9:15

市役所山梨第一
貨物
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富士吉田市役所 鳴沢村役場 コム NESIC 陸上養殖

やさしい手甲府 富士山GX ホールディングス 富士観光開発 アルス

ファナック 北富士オリジン NGK セラミックデバイス オギノ

第一測量 吉田ガス うぶや 山梨スズキ販売

キャップクラウド 山梨信用金庫 山梨トヨタ自動車 江北ゴム製作所

富士レークホテル 渡兼 菊水ホールディングス 英雅堂グループ

医療法人　樂々堂 クリエイティブリゾート 富士河口湖町役場 KPG HOTEL ＆RESORT

一水工業 中央観光 大森工務所 ふじやまビール

フジミ 太陽電機 富士五湖消防本部 白壁会計事務所

アーク富士吉田工場 アンカケアサービス 加取 とっとらいす

エキスパート エイム セントケア新西原 クスリのサンロード

都留信用組合 ケインズ 鈴与商事 鈴与ガスあんしんネット

防衛省　自衛隊 ビ・ボーン フリート 富士急建設

ホンダビジネス
ソリューションズ

キヤノンアネルバ
富士事業所

社会福祉法人明清会
( 慶和荘グループ )

生活協同組合パルシステム
山梨 長野

社会福祉法人　白風会
（児童養護施設ハーベスト）

介護老人保健施設
山中湖あんずの森

シチズン時計
マニュファクチャリング

プレミアムウォーター
プロダクツ

富士吉田公共職業安定所
( 山梨労働局 )

一般財団法人ふじよしだ
定住促進センター

富士河口湖町
（移住支援ブース）

山梨県人口減少危機
対策本部事務局
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　使い終わったモバイルバッテリーなどの充電式製品を、 不燃ごみ（緑の箱） に混
ぜて出していませんか？ 
　今回は、誤ったごみ出しと正しいごみ出しを想定し、施設での各処理ルートをご紹介し
ます。施設や作業員に加え、市民生活を守るため、引き続き市民の皆さんには正しい分別
にご協力をお願いします。

　下水道は、生活環境や水環境を守る大切
な施設です。今年も新たな地域で下水道が
使用できるようになりました。公示された区域
では、下水道法に基づき、下水道にすみやか
に接続するための排水設備を設置する義務
が生じます。環境保全と衛生的な暮らしのた
め、早めの下水道接続をお願いします。
　なお、排水工事の適正な施工を期すため
に指定工事店制度を採用しています。排水設
備の工事は、必ず市で指定した排水設備指
定工事店へ申し込まなければなりませんの
で、ご注意ください。

　中東情勢の影響による指定ごみ袋の品薄・品切れが懸念されていますが、本市では、現在在庫の確保に努めています。
市民の皆さんには、必要な分だけお買い求めいただき、過度な買いだめはお控えいただくようご協力をお願いします。

充電式製品充電式製品

緑コンテナ
（不燃ごみ）
緑コンテナ
（不燃ごみ）

オレンジコンテナ
（ビン・ガラス・せともの・
発火性危険物（充電式製品））

オレンジコンテナ
（ビン・ガラス・せともの・
発火性危険物（充電式製品））

回収
1

ご協力をお願いします
正しい処分正しい処分の に

※収集車での出火を防ぐため、どちらもこの収集方法としました。

種類ごとに環境美化センターに運び込まれたコンテナは、
危険なごみや資源となるごみなどが混ざっていないか、
作業員の目で確認・選別されます。

破砕機に投入され、
細かく砕かれます。

資源物に分類され、
リサイクル工場に出荷されます。

問合せ■環境美化センター
　　　　☎22-0030

問合せ■上下水道工務課
　　　　内線 ☎331・332

充電式小型家電充電式小型家電
モバイルバッテリー、
電子たばこ、
ハンディファンなど

リサイクル工場に引き取られた充電式製
品は、専門の作業員により本体と電池に
丁寧に分解されます。

破砕機にリチウムイオン電池
が混入していた場合、圧縮・
破砕などの強い力が加わり、
発火します。

設備が損傷すると、修理に多額の費用がかか
ります。ごみの受け入れを停止する場
合もあります。

コンテナをトラックの荷台に平積みで載せて回収します。

電池の中に含まれる貴重な「コバルト」「ニッ
ケル」「リチウム」などが抽出され、新しいス
マホの電池やモバイルバッテリーとして
生まれ変わります！

詳細はこちら

選別
2

処理
3

結末
4

指定ごみ袋の買いだめは控えましょう！

水洗便所等改造資金
補助金交付制度

公共下水道使用料
免除制度

対象者　供用開始区域の公示日から３
年以内に水洗便所などに改造（新築お
よび増築は除く。）し、使用開始などの届
出を行った方
免除期間　使用開始月から起算して１２
カ月間

水洗便所等改造工事の際、工事に必要
な資金の融資を斡旋し、利子相当額を
交付します。

水洗便所等改造資金融資
あっせん及び利子
補給金交付制度

つなごう下 水 道
① 

上
吉
田

② 

松
山
四
丁
目

③ 

小
明
見
三
丁
目

④ 

小
明
見
五
丁
目

水洗便所改造資金に関する助成

対象　供用開始区域の公示日から 拡
充期間(令和8年４月１日～令和１１年３月
３１日)までに 水洗便所等改造工事（新
築および増築は除く。）を行い、下水道
の使用を開始した方
交付額　工事費１件につき 15万円
　※金額を拡充

新流入区域（令和8年4月1日）

熊穴公園

上宿会館

富士五湖消防東交差点

富士山駅

笹子フットサルコート
明見交番

第七保育園

危険！！

下水道排水設備指定工事店一覧
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出を行った方
免除期間　使用開始月から起算して１２
カ月間

水洗便所等改造工事の際、工事に必要
な資金の融資を斡旋し、利子相当額を
交付します。

水洗便所等改造資金融資
あっせん及び利子
補給金交付制度

つなごう下 水 道
① 

上
吉
田

② 

松
山
四
丁
目

③ 

小
明
見
三
丁
目

④ 
小
明
見
五
丁
目

水洗便所改造資金に関する助成

対象　供用開始区域の公示日から 拡
充期間(令和8年４月１日～令和１１年３月
３１日)までに 水洗便所等改造工事（新
築および増築は除く。）を行い、下水道
の使用を開始した方
交付額　工事費１件につき 15万円
　※金額を拡充

新流入区域（令和8年4月1日）

熊穴公園

上宿会館

富士五湖消防東交差点

富士山駅

笹子フットサルコート
明見交番

第七保育園

危険！！

下水道排水設備指定工事店一覧

9 広報ふじよしだ   7 月号

会社名 電話番号
甲斐市

agile  アジャイル 080-2007-8747
㈱末木設備工業 055-277-7873
双葉設備㈱ 0551-28-4775
㈱レイコー 055-277-6863

甲州市
㈲堀内設備 0553-33-6185

大月市
小笠原設備㈲ 0554-25-6717
㈱美沢屋 0554-23-0148

昭和町
㈲ヒナタロー 055-275-5648
山梨日化サービス㈱ 055-275-6911

西桂町
㈱小野田設備 29-2026
小林設備 25-2898
三枝設備㈱ 25-3287

富士河口湖町
Aqua　Technos 76-6456
石原設備工業 73-1252
協栄工業㈱ 72-1154
㈱熱研メンテナンス 83-5211
渡伊設備工業 72-1818
㈱ワタナベ工業 73-1661

山中湖村
㈲富士トータルサービス 62-1350

忍野村
㈱オオモリ設備 84-2379
㈱渡辺工務店 84-2136

富士市
秀設備 0545-57-7718

会社名 電話番号
総合設備シムラ 23-7230
富士冷熱㈱ 22-1530
㈲丸省工業 22-3854
宮下設備工業㈱ 22-5084
㈱米山工業 23-0063

小明見
彩孝設備 22-5997
加藤設備工業 23-1992
広瀬設備 23-1218
めぐみ設備工業 23-0819

下吉田
㈱一水工業 22-0395
柏和設備㈱ 24-2154
清燃料瓦斯㈱ 24-1311
大博管工 22-4863
北稜設備 24-2397

新町
マテリアルエム 22-0779

新西原
㈲システム五島 23-8479
白銀設備 23-0362
横堀住設工業 23-5852
㈱富士メンテサービス 23-8260

竜ケ丘
高野熱設備㈱ 24-2323

中曽根
㈱ OMORI マテリアル 24-8003

富士見
㈲奥脇設備 23-8600
白須総合設備 22-4581
高根住設 22-1980
㈲富士五湖設備 22-5273
山口設備 24-7603
㈱渡澄工業 22-1208

会社名 電話番号
松山

㈱サンエイ 23-9296
㈱宝建設 23-1884

緑ヶ丘
㈱荒井設備 23-3187

向原
舟久保設備 22-7893

甲府市
甲府住宅設備㈱ 055-228-8821
㈱永田工業所 055-252-7161
日昇総合設備㈱ 055-237-8891
㈱山梨管工業 055-241-6011
㈱レンサエンジニアリング 055-233-5462
㈱渡邉総建 080-7938-2138

都留市
天野設備 0554-45-2429
㈲太田水道工務店 0554-43-8822
小俣管工設備㈲ 0554-45-7120
小幡管工㈲ 0554-48-2760
重森工業㈱ 0554-43-5846
宝栄設備 0554-43-3782
㈲星野設備工業所 0554-43-8581
もりしま創備 0554-45-0593
㈲楽山設備 0554-43-0368
WAqua　 080-5408-6059

笛吹市
小澤設備興業㈱ 055-225-5777
㈲松山興業 055-262-5621
㈲宮下設備 055-262-7097
横谷設備 055-262-1822

中央市
中央水道 055-270-1366

南アルプス市
清優工業 055-284-5891

会社名 電話番号
富士吉田市

浅間
宮下管工㈱ 23-3653

旭
㈱光工業 24-2097

新倉
トーエイカンパニー 23-7137

新屋
㈲ガイナ設備 24-0271
遠山設備 23-7794

大明見
勝田設備 23-0221
㈲桑原配管工業所 23-0231
三協設備㈱ 23-3506
㈲沙原設備工業 23-8886
㈲大光設備 23-0641
明進設備 22-1898

上暮地
内薗設備 22-7685
ＡＣＴ 23-6517
㈲太陽設備 23-7031
山口総合設備 24-5316

上吉田
ARNE 設備工業 24-2569
勝俣配管 23-5780
システム KIKI 22-3690
スマイル設備㈱ 22-7394
㈲武藤設備工業所 22-4774
㈲渡辺設備 24-0352

上吉田東
アクアテックヨシ 22-1739
営繕センター三枝 24-0510
鐘山設備 23-5917
佐藤燃料㈲ 22-1576
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問
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市
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　国
保
担
当
　☎
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線
１
７
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※本人宛に送付 ※世帯主宛に送付

　
国
民
健
康
保
険（
74
歳
ま
で
の
方
）お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険（
75
歳
以
上
の
方
）の

更
新
対
象
と
な
る
方
に
、７
月
上
旬
か
ら
中
旬
頃
に
案
内
を
発
送
し
ま
す
。自
身
が
更
新
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
は
、フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「資格確認書」は特定記録郵便、「資格情報のお知らせ」は普通郵便で送付します。
現在お手持ちの「資格確認書」・「資格情報のお知らせ」は、有効期限終了後は利用することができません。
ハサミで切るなどして廃棄してください。
「資格確認書」が交付されても、引き続きマイナ保険証を利用することは可能です。

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
更
新

　6月1日(月)から、国による制度の見直しに伴い、入院したときにかかる食事代の自己負担額（食事療養費標
準負担額）が改定（引き上げ）となりました。皆さんのご理解をお願いします。

　表１で、限度額認定区分が「オ」または「低所得Ⅰ・Ⅱ」に該当する方は、入院時の窓口で①または②のいず
れかの手続きを行うことで、食事代の減額適用を受けることができます。

医療機関の窓口でマイナンバーカードを保険証と
して提示し、情報提供に同意してください。
自動的に区分に応じた食事代が適用されます。

区分が「オ」または「低所得Ⅱ」に該当する方で、過去1年間の入院日数の合計が90日を超える場合は、さらに食事代
が安くなります。
この適用を受けるには、市民課への申請が別途必要です。入院期間の証明になる書類（医療機関から発行された領
収書、入院証明書など）を持参のうえ、窓口で「長期入院該当」の申請をお願いします。

「資格確認書」と併せて、市が発行する「限度額適
用・標準負担額減額認定証」を提示してください。
※後期高齢者医療制度の方は、資格確認書に区分
が併記されている場合があります

国保

※後期高齢者医療保険は、全て令和9年7月31日が有効期限（1年間有効）です

現在「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」
のどちらをお持ちですか？

有効期限は令和8年
7月31日ですか？

● 70歳以上の方は、新年度の所得で自己負担割合の
　 判定を行ったものを送付します。

● 新年度の所得で自己負担割合の判定を
　 行ったものを送付します。
※１ 普段から使用している方は、
　①および②に該当する方です。
①過去1年以内に6回以上マイナ保険証で受診し
　ている
②直近3ヶ月以内にマイナ保険証で受診している

70歳以上ですか？

後期高齢

資格確認書
（クリーム色のカード）

はい

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ

資格情報のお知らせ
（マイナ保険証利用者）

新しくマイナ保険
証の利用登録を
行いましたか？

「資格情報の
お知らせ」が送
付されます。

有効期限を延長し
た「資格確認書」
が送付されます。

今回の更新で送付されるも
のはありません。引き続き、
お手元のものを使用してく
ださい。

「資格情報の
お知らせ」が
送付されます。

「資格確認書」が
送付されます。

「資格情報のお知らせ」が
送付されます。

はい

はい
いいえ

いいえ
85歳以上ですか？

マイナ保険証の利用登録
が済んでいて、普段から
使用していますか？（※1）

令和9年7月31日
※負担割合の更新の
　ため、1年で更新

75歳のお誕生日
の前日
※後期高齢者医療
制度に該当のため。
誕生日前月に後期
高齢者医療制度の
資格確認書・資格情
報のお知らせのい
ずれかを送付

令和12年7月31日までに
70歳を迎える方

令和12年7月31日までに
70歳以上で、
75歳を迎えない方

令和12年7月31日までに
70歳以上で、
75歳を迎える方

令和12年7月31日までに
70歳を迎えない方

資格確認書

70歳を迎える
お誕生日の月末
（1日がお誕生日
 の場合、前月末）
※70歳を迎える前に、
　新しいものを送付

令和12年7月31日
※有効期限前に更新

資格情報の
お知らせ

有効期限の記載なし
※70歳を迎える前に、
　新しいものを送付

有効期限の記載なし
※基本的に更新なし

国保　更新早見表

入院時の食事療養費（食事代）が改定されました

1. 改定後の入院時食事代（１食につき）

対象となる世帯

＜表１＞

住民税 課税世帯

住民税 非課税世帯

住民税非課税で所得０円
（各種所得から必要経費を差引後）

❶マイナ保険証を利用する

【重要】入院日数が90日を超える場合は「長期入院該当」の申請を！

❷減額認定証を提示する

【６９歳まで】区分 ア・イ・ウ・エ

【７０歳以上】一般・現役並み所得者 

【６９歳まで】区分 オ
【７０歳以上】低所得 Ⅱ

【７０歳以上】低所得 Ⅰ

所得区分

ー

ー

9０日以内

9０日超
（※要申請）

過去１年間の
入院日数

550円
（変更前：510円）

270円
（変更前：240円）

220円
（変更前：190円）

130円
（変更前：110円）

負担額
（１食につき）

2. 非課税世帯等の方が「食事代の減額」を受けるには

※認定証は、事前に市民課窓口に申請し、発行する必要が
　あります

区分については
こちら

国保 後期

！
！

！
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と
な
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「資格確認書」は特定記録郵便、「資格情報のお知らせ」は普通郵便で送付します。
現在お手持ちの「資格確認書」・「資格情報のお知らせ」は、有効期限終了後は利用することができません。
ハサミで切るなどして廃棄してください。
「資格確認書」が交付されても、引き続きマイナ保険証を利用することは可能です。

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
更
新

　6月1日(月)から、国による制度の見直しに伴い、入院したときにかかる食事代の自己負担額（食事療養費標
準負担額）が改定（引き上げ）となりました。皆さんのご理解をお願いします。

　表１で、限度額認定区分が「オ」または「低所得Ⅰ・Ⅱ」に該当する方は、入院時の窓口で①または②のいず
れかの手続きを行うことで、食事代の減額適用を受けることができます。

医療機関の窓口でマイナンバーカードを保険証と
して提示し、情報提供に同意してください。
自動的に区分に応じた食事代が適用されます。

区分が「オ」または「低所得Ⅱ」に該当する方で、過去1年間の入院日数の合計が90日を超える場合は、さらに食事代
が安くなります。
この適用を受けるには、市民課への申請が別途必要です。入院期間の証明になる書類（医療機関から発行された領
収書、入院証明書など）を持参のうえ、窓口で「長期入院該当」の申請をお願いします。

「資格確認書」と併せて、市が発行する「限度額適
用・標準負担額減額認定証」を提示してください。
※後期高齢者医療制度の方は、資格確認書に区分
が併記されている場合があります

国保

※後期高齢者医療保険は、全て令和9年7月31日が有効期限（1年間有効）です

現在「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」
のどちらをお持ちですか？

有効期限は令和8年
7月31日ですか？

● 70歳以上の方は、新年度の所得で自己負担割合の
　 判定を行ったものを送付します。

● 新年度の所得で自己負担割合の判定を
　 行ったものを送付します。
※１ 普段から使用している方は、
　①および②に該当する方です。
①過去1年以内に6回以上マイナ保険証で受診し
　ている
②直近3ヶ月以内にマイナ保険証で受診している

70歳以上ですか？

後期高齢

資格確認書
（クリーム色のカード）

はい

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ

資格情報のお知らせ
（マイナ保険証利用者）

新しくマイナ保険
証の利用登録を
行いましたか？

「資格情報の
お知らせ」が送
付されます。

有効期限を延長し
た「資格確認書」
が送付されます。

今回の更新で送付されるも
のはありません。引き続き、
お手元のものを使用してく
ださい。

「資格情報の
お知らせ」が
送付されます。

「資格確認書」が
送付されます。

「資格情報のお知らせ」が
送付されます。

はい

はい
いいえ

いいえ
85歳以上ですか？

マイナ保険証の利用登録
が済んでいて、普段から
使用していますか？（※1）

令和9年7月31日
※負担割合の更新の
　ため、1年で更新

75歳のお誕生日
の前日
※後期高齢者医療
制度に該当のため。
誕生日前月に後期
高齢者医療制度の
資格確認書・資格情
報のお知らせのい
ずれかを送付

令和12年7月31日までに
70歳を迎える方

令和12年7月31日までに
70歳以上で、
75歳を迎えない方

令和12年7月31日までに
70歳以上で、
75歳を迎える方

令和12年7月31日までに
70歳を迎えない方

資格確認書

70歳を迎える
お誕生日の月末
（1日がお誕生日
 の場合、前月末）
※70歳を迎える前に、
　新しいものを送付

令和12年7月31日
※有効期限前に更新

資格情報の
お知らせ

有効期限の記載なし
※70歳を迎える前に、
　新しいものを送付

有効期限の記載なし
※基本的に更新なし

国保　更新早見表

入院時の食事療養費（食事代）が改定されました

1. 改定後の入院時食事代（１食につき）

対象となる世帯

＜表１＞

住民税 課税世帯

住民税 非課税世帯

住民税非課税で所得０円
（各種所得から必要経費を差引後）

❶マイナ保険証を利用する

【重要】入院日数が90日を超える場合は「長期入院該当」の申請を！

❷減額認定証を提示する

【６９歳まで】区分 ア・イ・ウ・エ

【７０歳以上】一般・現役並み所得者 

【６９歳まで】区分 オ
【７０歳以上】低所得 Ⅱ

【７０歳以上】低所得 Ⅰ

所得区分

ー

ー

9０日以内

9０日超
（※要申請）

過去１年間の
入院日数

550円
（変更前：510円）

270円
（変更前：240円）

220円
（変更前：190円）

130円
（変更前：110円）

負担額
（１食につき）

2. 非課税世帯等の方が「食事代の減額」を受けるには

※認定証は、事前に市民課窓口に申請し、発行する必要が
　あります

区分については
こちら

国保 後期

！
！

！
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問合せ ■ 市立病院管理課　☎22-4111　☎内線 2909

問合せ ■ 上下水道管理課　☎内線 615 　市立病院は、地域の多様化・高度化する医療ニーズに対応するため、医療スタッフの充実、医療の質の
向上など、医療サービスの確保に努めています。
　経理の状況は、収益的収入支出が前年度の下半期に比べ、収入総額は4.4％の増、支出総額は0.3％の
増になり、収支差引では196,274千円の増益となっています。　水道事業は安心・安全なおいしい水道水の供給を続けていくため、市民生活や産業活動を支えるライフラ

インとして老朽化する施設、配水管路の更新・耐震化に取り組んでいます。
　経理の状況は、収益的収入支出は、前年度の下半期に比べ、収入総額は0.2％の減、支出総額は4.2％の減
となり、収支差引は24,682千円の増収となっています。 経理の状況

主な工事の状況
● 県道富士吉田西桂線配水管布設工事（白糸水系）  口径200㎜·延長94.6m
● 防衛関係事業（８条）鐘山配水区配水管工事（大溝支線） 
　 口径200㎜·延長465.8m
● 防衛関係事業（９条）西原１号線配水管工事（西吉田配水区） 
　 口径200㎜·延長232.8m

（令和7年10月1日から令和8年3月31日）

地域別利用状況 （令和7年10月1日から令和8年3月31日）

1.収益的収入及び支出（病院事業に伴う収入及び支出）1.収益的収入及び支出
　（水道事業に伴う収入及び支出）

（単位：千円）
（単位：千円）

2.資本的収入及び支出
　（水道の施設などの整備に伴う収入及び支出）

（単位：千円）

1.収益的収入及び支出 （単位：千円） 2.資本的収入及び支出 （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：人・％）

2.資本的収入及び支出（病院の施設などの整備に伴う収入及び支出）

問合せ ■ 上下水道管理課　☎内線 373

　下水道は汚水を処理し、河川の水質を保全するなど、快適で衛生的な住環境と公共用水域の水質保全を
支える重要なライフラインとして、欠かすことのできない都市施設です。今後も持続可能な下水道経営を目指
し、計画的な事業運営のもと経営の健全化に取り組みます。
　経理の状況は、収益的収入支出は、前年度の下半期に比べ、収入総額は4.4％の増、支出総額は2.0％の増
となり、収支差引は7,007千円の増額となっています。

主な工事の状況
● 公共下水道事業国庫１工区布設工事  口径200㎜·延長169.1m
● 公共下水道事業国庫６工区布設工事  口径200㎜·延長195.4m
● 公共下水道事業国庫７工区布設工事  口径200㎜·延長173.1m
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市立病院 事 業 会 計水 道 事 業

区      分 令和７年度（Ａ） 令和６年度（B） 増減（A―B）
１. 収入総額 5,036,064 4,825,626 210,438
　  医業収益 3,662,397 3,739,582 △ 77,185
　  医業外収益 1,225,357 941,610 283,747
　  特別利益 148,310 144,434 3,876
２. 支出総額 5,055,145 5,040,981 14,164
　  医業費用 4,701,996 4,651,085 50,911
　  医業外費用 353,149 389,896 △ 36,747
　  特別損失 0 0 0
収支差引（1-2） △ 19,081 △ 215,355 196,274

区      分 令和７年度（Ａ） 令和６年度（B） 増減（A―B）
１. 収入総額 218,727 742,524 △ 523,797
　  企業債 126,600 446,100 △ 319,500
　  負担金 0 207,024 △ 207,024
　  補助金 92,127 89,400 2,727
　  寄付金 0 0 0
２. 支出総額 434,434 747,953 △ 313,519
　  建設改良費 253,999 590,644 △ 336,645
　  企業債償還金 180,435 157,309 23,126
収支差引（1-2） △ 215,707 △ 5,429 △ 210,278

地域名 入院 構成比 外来 構成比
富士吉田市 20,777 51.9% 33,124 50.1%
都留市 2,755 6.9% 6,686 10.1%
大月市 647 1.6% 1,109 1.7%
西桂町 966 2.4% 2,392 3.6%
富士河口湖町 7,206 18.0% 9,934 15.0%
忍野村 3,088 7.7% 5,847 8.8%
山中湖村 2,386 6.0% 3,779 5.7%
道志村 176 0.4% 572 0.9%
鳴沢村 719 1.8% 998 1.5%
県内その他 296 0.8% 631 1.0%
県外 988 2.5% 1,090 1.6%

合    計 40,004 100.0% 66,162 100.0%
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となり、収支差引は7,007千円の増額となっています。

主な工事の状況
● 公共下水道事業国庫１工区布設工事  口径200㎜·延長169.1m
● 公共下水道事業国庫６工区布設工事  口径200㎜·延長195.4m
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区      分 令和７年度（Ａ） 令和６年度（B） 増減（A―B）
１. 水道事業収益 534,148 535,224 △ 1,076
　  営業収益 331,339 296,604 34,735
　 営業外収益 202,809 238,620 △ 35,811
２. 水道事業費用 592,897 618,655 △ 25,758
　  営業費用 555,213 591,930 △ 36,717
　  営業外費用 37,684 26,725 10,959
収支差引（1-2） △ 58,749 △ 83,431 24,682

区      分 令和７年度（Ａ） 令和６年度（B） 増減（A―B）
１. 資本的収入 449,663 486,820 △ 37,157
　 企業債 157,300 214,000 △ 56,700
　 負担金 107,978 124,820 △ 16,842
　 補助金 174,783 138,592 36,191
　 出資金 9,602 9,408 194
２. 資本的支出 632,023 711,445 △ 79,422
　  建設改良費 554,764 632,602 △ 77,838
　  企業債償還金 77,259 78,843 △ 1,584
収支差引（1-2） △ 182,360 △ 224,625 42,265

区      分 令和７年度（Ａ） 令和６年度（B） 増減（A―B）
１. 下水道事業収益 500,023 479,036 20,987
　 営業収益 148,422 132,959 15,463
　 営業外収益 351,602 346,078 5,524
　 特別利益 0 0 0
２. 下水道事業費用 720,247 706,267 13,980
　  営業費用 683,778 673,835 9,943
　  営業外費用 36,469 32,432 4,037
　  特別損失 0 0 0
収支差引（1-2） △ 220,224 △ 227,231 7,007

区      分 令和７年度（Ａ） 令和６年度（B） 増減（A―B）
１. 資本的収入 410,094 499,971 △ 89,877
　 企業債 177,100 276,500 △ 99,400
　 補助金 83,450 126,900 △ 43,450
　 負担金等 149,544 96,571 52,973
２. 資本的支出 553,091 648,586 △ 95,495
　  建設改良費 375,687 461,765 △ 86,078
　  企業債償還金 177,404 186,821 △ 9,417
収支差引（1-2） △ 142,997 △ 148,615 5,618
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１
１

募集職種および募集人員

募集職種および募集人員

採  用  日■令和9年4月1日
申込期間■6月1日(月)～7月22日(水)
提出書類■①自筆履歴書（指定様式）
　　　　　②看護師または助産師免許を取得
　　　　　　している方はその写し
　　　　　③新卒予定者と資格取得見込者は
　　　　　　成績証明書
申込方法■市立病院２階管理課への持参、
　　　　　または郵送
　　　　　※郵送の場合、必ず「書留」で
　　　　　　締切日必着
試験内容■

採  用  日■令和9年4月1日
申込期間■7月30日(木)～8月14日(金)
申込方法■申込書を富士五湖消防本部
　　　　　管理課に提出

試験内容■

※郵送の場合、締切日の消印
　有効

詳細はこちら

募集職種 募集人員

消防吏員 若干名

募集職種 募集人員

看護師Ａ

看護師Ｂ
若干名

1次試験
9月20日(日)
午前9時5分

山梨県
自治会館

・教養試験
・消防適性検査
・性格特性検査

２次試験
1次試験合格者に
別途通知

・論述試験
・面接試験
・体力試験

試験日時 場所 内容

第2回
採用試験

8月8日(土)
市立病院
２階
講堂

＜午前＞
小論文・適性検査
＜午後＞
面接試験

試験日 場所 内容

※1次試験の合格発表は、10月14日（水）までに組合・構
　成市町村役場掲示場と富士五湖消防本部ホームペー
　ジで行います
※受験資格や身体・住所要件があります。詳細は組合
　ホームページをご覧ください

詳細はこちら

ト
ピ
ッ
ク
ス

今
月
の
新
着
図
書

市立図書館
☎22-0706      24-4831
     https://flib.fujinet.ed.jp/

FAX

HP

6日月／13日月20日月／27日月31日金・月末

今月の 休 館 日

日時■7月26日（日）
　　　第1回：午前10時　第2回：午後2時
場所■図書館2階　グループ学習室
対象■どなたでも　※未就学児は保護者同伴
定員■各回15名程度
申込期間■７月１日（水）～14日(火)
申込方法■図書館カウンターまたはQRコード
※定員を超えた場合は抽選
※抽選結果はホームページに掲載
　（当選者には別途連絡）

暮らしの中に図書館を

みんなの工作教室「暑中見舞いを送ろう！」１
TOPICS

日時■８月１日（土）
　　　第１回：午前10時　第２回：午後２時
場所■図書館２階　グループ学習室
対象■３歳～小学生　※未就学児は保護者同伴
定員■各回15名程度　※保護者含む
申込期間■７月８日（水）～21日（火）
申込方法■QRコード
※定員を超えた場合は抽選
※抽選結果はホームページに掲載
　（当選者にはメール連絡）

２
TOPICS

夏休み工作教室
『クリームソーダ風しおりを作ろう！』

新着資料は入荷の都合により貸出が遅れることがあります

● ブティック
● ＃台所のあるところ
● 最後の晩餐
● 南朝風姿花伝
● おりせ人形帖

（池井戸 潤）
（原田 ひ香）

（江國 香織・金原ひとみ）
（周防 柳）

（由原 かのん）

文芸書
いけ  い    ど   じゅん

はら  だ      　   か

え  くに     か  おり　 かねはら

す  おう やなぎ

よし はら

ほか

● しりとりきんちゃく〈絵本〉
● ベッシーちゃん〈小学校初級向〉
● 透明なぼくらのレモンとキス
　 〈ヤングアダルト〉

（玉田 美知子）
（石川 えりこ）

（神戸 遥真）

児童書・ヤングアダルト

いしかわ

たま  だ　  み    ち    こ

こう  べ    はる  ま

ほか

令和９年１月まで毎月お題をかえて実施します。
募集期間■７月１日（水）～30日（木）
応募資格■図書館利用登録必須
応募方法■応募用紙を図書館内応募BOXに提出
　　　　　またはQRコード
※各回1人３つまで回答可能
※応募要項・応募用紙は図書館にもあります

4
TOPICS

図書館大喜利大会『図書館ＩPPON!』
おお  ぎ    り いっぽん

【７月のお題】

『 IQ180 のゴリラが皆さんに
お勧めしたい本のタイトルは？』

詳細は
こちら

日時■７月9日（木）　午前11時
場所■市民会館1階　ロビー
対象■どなたでも
出演■伊藤進
演目■愛燦燦・涙そうそう・海その愛　ほか

『ギター弾き語り』

日時■７月23日（木）　午前11時
場所■市民会館1階　ロビー
対象■どなたでも
出演■倍田敏江
演目■太陽がいっぱい・浜辺の歌
　　　・瑠璃色の地球　ほか

『題名のないミニ音楽会　vol.６』

市民会館のロビーで本物の音楽に触れてみませんか？

♪ロビーコンサート♪5
TOPICS

日時■８月９日（日）
　　　開場：午後１時30分　開演：午後２時
場所■市民会館３階　小ホール
対象■子どもとその家族
　　　※会場が暗くなります
定員■180名　※申し込み順
申込期間■７月17日（金）～８月９日（日）
申込方法■図書館カウンターまたはQRコード

3
TOPICS

なつのこどもかい～オフィスやまいも
による人形劇『おむすびころりん』～

詳細は
こちら

詳細は
こちら

詳
細
は

こ
ち
ら
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第2回
採用試験

8月8日(土)
市立病院
２階
講堂

＜午前＞
小論文・適性検査
＜午後＞
面接試験

試験日 場所 内容

※1次試験の合格発表は、10月14日（水）までに組合・構
　成市町村役場掲示場と富士五湖消防本部ホームペー
　ジで行います
※受験資格や身体・住所要件があります。詳細は組合
　ホームページをご覧ください

詳細はこちら

ト
ピ
ッ
ク
ス

今
月
の
新
着
図
書

市立図書館
☎22-0706      24-4831
     https://flib.fujinet.ed.jp/

FAX

HP

6日月／13日月20日月／27日月31日金・月末

今月の 休 館 日

日時■7月26日（日）
　　　第1回：午前10時　第2回：午後2時
場所■図書館2階　グループ学習室
対象■どなたでも　※未就学児は保護者同伴
定員■各回15名程度
申込期間■７月１日（水）～14日(火)
申込方法■図書館カウンターまたはQRコード
※定員を超えた場合は抽選
※抽選結果はホームページに掲載
　（当選者には別途連絡）

暮らしの中に図書館を

みんなの工作教室「暑中見舞いを送ろう！」１
TOPICS

日時■８月１日（土）
　　　第１回：午前10時　第２回：午後２時
場所■図書館２階　グループ学習室
対象■３歳～小学生　※未就学児は保護者同伴
定員■各回15名程度　※保護者含む
申込期間■７月８日（水）～21日（火）
申込方法■QRコード
※定員を超えた場合は抽選
※抽選結果はホームページに掲載
　（当選者にはメール連絡）

２
TOPICS

夏休み工作教室
『クリームソーダ風しおりを作ろう！』

新着資料は入荷の都合により貸出が遅れることがあります

● ブティック
● ＃台所のあるところ
● 最後の晩餐
● 南朝風姿花伝
● おりせ人形帖

（池井戸 潤）
（原田 ひ香）

（江國 香織・金原ひとみ）
（周防 柳）

（由原 かのん）

文芸書
いけ  い    ど   じゅん

はら  だ      　   か

え  くに     か  おり　 かねはら

す  おう やなぎ

よし はら

ほか

● しりとりきんちゃく〈絵本〉
● ベッシーちゃん〈小学校初級向〉
● 透明なぼくらのレモンとキス
　 〈ヤングアダルト〉

（玉田 美知子）
（石川 えりこ）

（神戸 遥真）

児童書・ヤングアダルト

いしかわ

たま  だ　  み    ち    こ

こう  べ    はる  ま

ほか

令和９年１月まで毎月お題をかえて実施します。
募集期間■７月１日（水）～30日（木）
応募資格■図書館利用登録必須
応募方法■応募用紙を図書館内応募BOXに提出
　　　　　またはQRコード
※各回1人３つまで回答可能
※応募要項・応募用紙は図書館にもあります

4
TOPICS

図書館大喜利大会『図書館ＩPPON!』
おお  ぎ    り いっぽん

【７月のお題】

『 IQ180 のゴリラが皆さんに
お勧めしたい本のタイトルは？』

詳細は
こちら

日時■７月9日（木）　午前11時
場所■市民会館1階　ロビー
対象■どなたでも
出演■伊藤進
演目■愛燦燦・涙そうそう・海その愛　ほか

『ギター弾き語り』

日時■７月23日（木）　午前11時
場所■市民会館1階　ロビー
対象■どなたでも
出演■倍田敏江
演目■太陽がいっぱい・浜辺の歌
　　　・瑠璃色の地球　ほか

『題名のないミニ音楽会　vol.６』

市民会館のロビーで本物の音楽に触れてみませんか？

♪ロビーコンサート♪5
TOPICS

日時■８月９日（日）
　　　開場：午後１時30分　開演：午後２時
場所■市民会館３階　小ホール
対象■子どもとその家族
　　　※会場が暗くなります
定員■180名　※申し込み順
申込期間■７月17日（金）～８月９日（日）
申込方法■図書館カウンターまたはQRコード

3
TOPICS

なつのこどもかい～オフィスやまいも
による人形劇『おむすびころりん』～

詳細は
こちら

詳細は
こちら

詳
細
は

こ
ち
ら
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生涯学習教養講座
「がんが教えてくれたこと」

看護専門学校　☎24-8787

Hot Topics 1

政市
HOT

TOPICS

旬な話題をいち早く！！

　昭和43年10月3日生。大阪府出身。学生時代にバンド活動を行うもプロとして活
動することは難しいと断念し就職｡結婚後､4人の子どもにも恵まれた｡
　甲状腺がんの経験をきっかけに憧れの歌手を目指す｡平成20年､思いが叶いオ
リジナル楽曲｢home｣でメジャーデビュー｡その年の大晦日には、念願の第59回
NHK紅白歌合戦への出場を果たした。歌手となった現在も会社員としてフルタイ
ム勤務を続け､働き方が多様化する現代で自分らしい生き方を貫いている｡

夢を叶えたいあなたへ 看護専門学校オープンキャンパス
Hot Topics 3

　パンフレットだけではわからない学校の雰囲気を感
じてみませんか！？自分のペースで気になるブースを自
由に回ることができます。高校生、社会人、主婦、どなた
でも参加できます。在校生と教職員があなたの新しい
一歩を応援します！

日時
8月8日（土）　開場：午後1時30分　開講：午後2時
場所
ふじさんホール（富士五湖文化センター）

料金
無料

申込方法
予約フォーム、メールまたは電話

申込締切日
8月5日（水）

試験区分によって内容が異なるため、
オープンキャンパスでお知らせします。

問合せ

消費生活センター　☎22-1577 ／ 富士吉田警察署　☎22-0110

詐欺電話をアプリでブロックしましょう！
Hot Topics 4

　近年、海外を拠点とした特殊詐欺グループによ
る詐欺電話の被害が増加しており、身近な対策の
重要性が高まっています。詐欺電話の多くは国際
電話番号やＩＰ電話を利用して発信してきます。ま
た、固定電話だけでなく、携帯電話にも詐欺電話
がかかってきているため、誰もが被害に遭う可能
性があります。
　こうした事態を受け、山梨県警では、電話詐欺対
策として「犯人からの電話を取らない対策」を強力
に推進しています。犯人からの電話をブロックする
ため、警察庁推奨の「特殊詐欺対策アプリ」をイン
ストールしましょう。

問合せ 道路公園課　☎内線 273

道路にはみ出した樹木などの適切な管理をお願いします
Hot Topics 2

問合せ

申し込みはこちら

予約フォーム

詳細はこちら

出演者
シンガー　木山 裕策氏

き やま  ゆうさく
申込み・問合せ
生涯学習課
　 shogaied@city.fujiyoshida.lg.jp
☎ 22-1136

日時
① 7月25日（土）　午前9時～正午
② ８月18日（火）　午後1時30分～4時30分
場所
看護専門学校

内容
校内見学、演習体験、在学生との座談会、
保護者の個別相談会など

送迎
富士山駅～本校間の無料送迎タクシーあり
※要予約

費用
無料

その他
過去問題や参加特典があります

申込方法
二次元コード

　私有地から道路上に樹木の枝や草木がはみ出し
ていると、歩行者や自転車、車両などの通行の妨げ
になることがあります。また、道路標識やカーブミ
ラーが見えにくくなったり、見通しが悪くなったりする
ことで、交通事故を引き起こす原因になるおそれが
あります。
　道路にはみ出している樹木や草木であっても、私
有地にあるものは土地所有者の所有物です。そのた
め、その樹木などが原因で事故やけがが発生した場
合、土地所有者の責任が問われ、損害賠償が発生す
る可能性があります。
　皆さんが安全・安心に道路を利用できるよう、所
有されている土地の樹木や草木の状況を定期的に
確認し、道路にはみ出した枝の剪定や伐採、草刈り
など、適切な管理にご協力をお願いします。

木山裕策氏プロフィール

入試内容が大きく変わります！

ミニライブも
開催します！

インストールは
こちら
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生涯学習教養講座
「がんが教えてくれたこと」

看護専門学校　☎24-8787

Hot Topics 1

政市
HOT

TOPICS

旬な話題をいち早く！！

　昭和43年10月3日生。大阪府出身。学生時代にバンド活動を行うもプロとして活
動することは難しいと断念し就職｡結婚後､4人の子どもにも恵まれた｡
　甲状腺がんの経験をきっかけに憧れの歌手を目指す｡平成20年､思いが叶いオ
リジナル楽曲｢home｣でメジャーデビュー｡その年の大晦日には、念願の第59回
NHK紅白歌合戦への出場を果たした。歌手となった現在も会社員としてフルタイ
ム勤務を続け､働き方が多様化する現代で自分らしい生き方を貫いている｡

夢を叶えたいあなたへ 看護専門学校オープンキャンパス
Hot Topics 3

　パンフレットだけではわからない学校の雰囲気を感
じてみませんか！？自分のペースで気になるブースを自
由に回ることができます。高校生、社会人、主婦、どなた
でも参加できます。在校生と教職員があなたの新しい
一歩を応援します！

日時
8月8日（土）　開場：午後1時30分　開講：午後2時
場所
ふじさんホール（富士五湖文化センター）

料金
無料

申込方法
予約フォーム、メールまたは電話

申込締切日
8月5日（水）

試験区分によって内容が異なるため、
オープンキャンパスでお知らせします。

問合せ

消費生活センター　☎22-1577 ／ 富士吉田警察署　☎22-0110

詐欺電話をアプリでブロックしましょう！
Hot Topics 4

　近年、海外を拠点とした特殊詐欺グループによ
る詐欺電話の被害が増加しており、身近な対策の
重要性が高まっています。詐欺電話の多くは国際
電話番号やＩＰ電話を利用して発信してきます。ま
た、固定電話だけでなく、携帯電話にも詐欺電話
がかかってきているため、誰もが被害に遭う可能
性があります。
　こうした事態を受け、山梨県警では、電話詐欺対
策として「犯人からの電話を取らない対策」を強力
に推進しています。犯人からの電話をブロックする
ため、警察庁推奨の「特殊詐欺対策アプリ」をイン
ストールしましょう。

問合せ 道路公園課　☎内線 273

道路にはみ出した樹木などの適切な管理をお願いします
Hot Topics 2

問合せ

申し込みはこちら

予約フォーム

詳細はこちら

出演者
シンガー　木山 裕策氏

き やま  ゆうさく
申込み・問合せ
生涯学習課
　 shogaied@city.fujiyoshida.lg.jp
☎ 22-1136

日時
① 7月25日（土）　午前9時～正午
② ８月18日（火）　午後1時30分～4時30分
場所
看護専門学校

内容
校内見学、演習体験、在学生との座談会、
保護者の個別相談会など

送迎
富士山駅～本校間の無料送迎タクシーあり
※要予約

費用
無料

その他
過去問題や参加特典があります

申込方法
二次元コード

　私有地から道路上に樹木の枝や草木がはみ出し
ていると、歩行者や自転車、車両などの通行の妨げ
になることがあります。また、道路標識やカーブミ
ラーが見えにくくなったり、見通しが悪くなったりする
ことで、交通事故を引き起こす原因になるおそれが
あります。
　道路にはみ出している樹木や草木であっても、私
有地にあるものは土地所有者の所有物です。そのた
め、その樹木などが原因で事故やけがが発生した場
合、土地所有者の責任が問われ、損害賠償が発生す
る可能性があります。
　皆さんが安全・安心に道路を利用できるよう、所
有されている土地の樹木や草木の状況を定期的に
確認し、道路にはみ出した枝の剪定や伐採、草刈り
など、適切な管理にご協力をお願いします。

木山裕策氏プロフィール

入試内容が大きく変わります！

ミニライブも
開催します！

インストールは
こちら
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子育て支援センター予定表

メンテナンス
休館

子育て支援センター
※土曜日は午前８時30分～午後６時

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
7月

子育て情 局報

　途中で立ち止まったり、戻ってしまったり、泣いてしまったり。そんな姿も赤ちゃんの成長のひとコ
マです。親子で楽しみながら、成長を感じることができるイベントです。ぜひご参加ください！

市制祭イベント！はいはいレースの開催

日時　7月21日(火)　①午前9時30分　②10時10分　③10時50分　④午後1時　⑤1時40分

対象　1歳までのずりばい・ハイハイができる乳児とその家族

場所　子育て支援センター２階　ひだまり

定員　全体で 30組程度 申込み・問合せ　産前産後ケアルームひだまり　☎25-6681

　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。
　持ち物は、母子手帳・問診票・替えのオムツです。４カ月・９カ月はバスタオル、３歳は排尿済み尿
容器も一緒に持参してください。
　問診票を紛失した場合は、窓口に取りに来るか、健診当日記入をお願いします。

乳幼児健診

乳幼児健診の
ホームページ

市公式Ｘ 市公式ＬＩＮＥ

場所　子育て支援センター 問合せ　こども家庭センター　☎内線 644・862

産前産後ケアルーム　　つどいの広場にじいろ利用者　　ファミサポ会員　　健診など　　どなたでも
※リズムであそぼの問合せ：090-1805-2072　※　  のマークがある日は手形アートができます

　更新手続きのため、現況届などの書類提出が必要です。現況届の提出が遅れた場合、手当の差し止
めや不支給となる場合がありますので、遅れなどがないようご注意ください。対象者には、別途通知し
ます。
　また、受付は申請書記入済みの方を優先させていただきますので、あらかじめご了承ください。

児童扶養手当・ひとり親家庭医療の更新手続き

受付期間　８月３日（月）～７日（金）　午前９時～午後４時 ※都合の悪い方は、事前にご連絡ください

受付場所　子育て支援センター３階　多目的ホール

問合せ　こども家庭センター　☎内線 563・564

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31

下吉田7-29-19　☎22-5155　　22-7666
開館時間　午前8時30分～午後７時

FAX

交流開放日・ねぞうアート
リズムであそぼ

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

手形アート

足のお話＆測定
子育て中の就労相談
親子手形アート・
交流開放日

にじいろPMお休み
はいはいレース

すくすくママ整体
にじいろなつまつり
※要予約

お祝いしましょ
※対象の方は要予約

24時間講習
リトミックあそび
親子手形アート・
交流開放日

ドレスアップデー
（要予約）

わらべうた

ママのためのピラティス ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後1カ月～6カ月
ふれあいたいそう

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後7～12カ月

なかよしクレヨン

手形アートぽかぽか測定
手形アート

離乳食教室
手形アート

にじいろPMお休み

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

　輪投げやボーリングなど、皆さんでお祭りを楽しみましょう！
市制祭イベント！にじいろなつまつり

日時　7月２2日(水)　午前10時

対象　０～３歳の子どもたちと保護者

場所　子育て支援センター３階　多目的ホール

定員　40組

申込み・問合せ　つどいの広場にじいろ　☎25-6671

予約開始日　7月1日(水)

児童扶養手当 ひとり親家庭等
医療費助成制度

18



子育て支援センター予定表

メンテナンス
休館

子育て支援センター
※土曜日は午前８時30分～午後６時

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
7月

子育て情 局報

　途中で立ち止まったり、戻ってしまったり、泣いてしまったり。そんな姿も赤ちゃんの成長のひとコ
マです。親子で楽しみながら、成長を感じることができるイベントです。ぜひご参加ください！

市制祭イベント！はいはいレースの開催

日時　7月21日(火)　①午前9時30分　②10時10分　③10時50分　④午後1時　⑤1時40分

対象　1歳までのずりばい・ハイハイができる乳児とその家族

場所　子育て支援センター２階　ひだまり

定員　全体で 30組程度 申込み・問合せ　産前産後ケアルームひだまり　☎25-6681

　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。
　持ち物は、母子手帳・問診票・替えのオムツです。４カ月・９カ月はバスタオル、３歳は排尿済み尿
容器も一緒に持参してください。
　問診票を紛失した場合は、窓口に取りに来るか、健診当日記入をお願いします。

乳幼児健診

乳幼児健診の
ホームページ

市公式Ｘ 市公式ＬＩＮＥ

場所　子育て支援センター 問合せ　こども家庭センター　☎内線 644・862

産前産後ケアルーム　　つどいの広場にじいろ利用者　　ファミサポ会員　　健診など　　どなたでも
※リズムであそぼの問合せ：090-1805-2072　※　  のマークがある日は手形アートができます

　更新手続きのため、現況届などの書類提出が必要です。現況届の提出が遅れた場合、手当の差し止
めや不支給となる場合がありますので、遅れなどがないようご注意ください。対象者には、別途通知し
ます。
　また、受付は申請書記入済みの方を優先させていただきますので、あらかじめご了承ください。

児童扶養手当・ひとり親家庭医療の更新手続き

受付期間　８月３日（月）～７日（金）　午前９時～午後４時 ※都合の悪い方は、事前にご連絡ください

受付場所　子育て支援センター３階　多目的ホール

問合せ　こども家庭センター　☎内線 563・564

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31

下吉田7-29-19　☎22-5155　　22-7666
開館時間　午前8時30分～午後７時

FAX

交流開放日・ねぞうアート
リズムであそぼ

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

手形アート

足のお話＆測定
子育て中の就労相談
親子手形アート・
交流開放日

にじいろPMお休み
はいはいレース

すくすくママ整体
にじいろなつまつり
※要予約

お祝いしましょ
※対象の方は要予約

24時間講習
リトミックあそび
親子手形アート・
交流開放日

ドレスアップデー
（要予約）

わらべうた

ママのためのピラティス ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後1カ月～6カ月
ふれあいたいそう

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後7～12カ月

なかよしクレヨン

手形アートぽかぽか測定
手形アート

離乳食教室
手形アート

にじいろPMお休み

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

　輪投げやボーリングなど、皆さんでお祭りを楽しみましょう！
市制祭イベント！にじいろなつまつり

日時　7月２2日(水)　午前10時

対象　０～３歳の子どもたちと保護者

場所　子育て支援センター３階　多目的ホール

定員　40組

申込み・問合せ　つどいの広場にじいろ　☎25-6671

予約開始日　7月1日(水)

児童扶養手当 ひとり親家庭等
医療費助成制度
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予
防
接
種
予
診
票
の 

再
発
行

　
破
損
や
紛
失
な
ど
に
よ
る
予
診
票
の
再

発
行
は
、事
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
便

利
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

手
順

❶
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
請
す
る
。

❷
申
請
翌
日
午
前
10
時
以
降
に
健
康
長
寿

課
窓
口（
15
番
）に
受
け
取
り
に
行
く
。

※
即
日
発
行
を
希
望
の
場
合
は
、オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
上
、必
ず
お
電
話
く
だ
さ

い
❸
再
発
行
さ
れ
た
予
診
票
を
確
認
し
、受

取
サ
イ
ン
を
す
る
。

注
意
事
項

●
申
請
内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
、再

度
申
請
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
者
と
受
取
人
が
異
な
る
場
合
は
、

窓
口
で
再
度
申
請
書
を
ご
記
入
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
け
取
り
の
際
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
接
種
を
受
け
る
方
が

子
ど
も
ま
た
は
妊
婦
の
場
合
、母
子
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
1
5
3・4
3
6

　
日
常
の
介
護
の
場
面
で
は
、心
身
と
も
に

大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
、知
ら

ず
知
ら
ず
に
気
持
ち
が
追
い
詰
め
ら
れ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
虐
待

の
多
く
は
、介
護
負
担
が
限
界
を
超
え
た
時

に
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
別
な

家
庭
の
話
で
は
な
く
、ど
ん
な
家
庭
で
も
起

こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
大
き
な
力
に
な
る
の
が
、地
域

の
皆
さ
ん
の「
温
か
な
見
守
り
の
目
」で
す
。

虐
待
の
サ
イ
ン
は
、家
の
中
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
何
気
な
い
変
化
と
し
て
外
側
に
も

現
れ
ま
す
。

日
常
の
変
化

●
以
前
よ
り
表
情
が
暗
く
な
っ
た

●
挨
拶
を
し
て
も
反
応
が
な
い

●
外
出
が
極
端
に
減
っ
た
　
な
ど

生
活
環
境
の
変
化

●
怒
鳴
り
声
や
大
き
な
物
音
が
聞
こ
え
る

●
庭
の
手
入
れ
や
ゴ
ミ
出
し
が
、急
に
滞

る
よ
う
に
な
っ
た
　
な
ど

　
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
家
族
や
社
会
か

ら
孤
立
し「
助
け
て
」と
言
え
ず
に
い
る

S
O
S
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時「
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
い
い

お
天
気
で
す
ね
！
」な
ど
の
何
気
な
い
声

か
け
が
、追
い
詰
め
ら
れ
た
介
護
者
の
心

を
解
き
ほ
ぐ
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

 

88
歳
長
寿
祝
金
支
給
事
業

の
廃
止

　
暮
ら
し
や
社
会
が
変
化
し
て
い
く
中
、

本
市
の
シ
ニ
ア
世
代
に
お
い
て
は
、地
域

活
動
へ
の
参
加
や
自
ら
の
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
、ま
た
、長
く
働
き
続
け
ら
れ
る

就
労
環
境
へ
の
適
応
な
ど
、地
域
を
支
え

て
い
た
だ
く
存
在
と
し
て
多
方
面
で
ご
活

躍
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、「
88
歳
」と「
1
0
0

歳
」の
方
を
対
象
に「
長
寿
祝
金
」を
支
給

し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
８
年
度
か
ら「
88

歳
」へ
の
支
給
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
市
で
は
、今
後
も
高
齢
者
の「
誰
も
が
元

気
に
動
け
る
体
づ
く
り
」を
目
指
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、引
き
続
き
豊
か
な
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、世
代
を
超
え
て
支
え
合
う
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ 

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
5
1

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
長
寿
課

内
）　
☎
内
線
4
4
8

認
知
症
の
悩
み
を
一
人
で

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
大
切
な
家
族
が
認
知
症
に
な
る
と
、接

し
方
や
介
護
の
こ
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、同
じ

立
場
の
人
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
郡
内
地
域
に
は
、認
知
症
に
つ
い
て
相

談
で
き
る
場
が
な
か
っ
た
た
め
、家
族
同

士
が
つ
な
が
り
、支
え
合
う
こ
と
が
で
き

る
場
と
し
て
、き
ず
な
家
族
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　「
認
知
症
に
つ
い
て
話
を
し
て
み
た

い
」、「
認
知
症
介
護
を
経
験
し
た
方
の
話

を
聞
い
て
み
た
い
」な
ど
の
悩
み
が
あ
る
方

は
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
き
ず
な
家
族
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ 

　
き
ず
な
家
族
会
　
※
午
後
１
時
以
降

　
権
正
☎
0
9
0-

2
9
3
9-

2
9
4
5

　
市
川
☎
0
9
0-

4
0
7
7-

7
5
8
4

　
勝
俣
☎
0
9
0-

1
6
5
7-

8
8
3
0

紙
お
む
つ
購
入
費
の
助
成

　
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
で
、紙
お
む

つ・
尿
取
り
パ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
方

の
経
済
的
負
担
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
　
❶
～
❹
の
全
て
に
該
当
す
る
方

❶
市
民
税
が
非
課
税
の
方

❷
要
介
護
４・
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
。
ま
た
は
、要
介
護
３
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
で
、
認
定
調
査
票
の「
排

尿
」ま
た
は「
排
便
」の
項
目
が
、「
一
部

介
助
」ま
た
は「
全
介
助
」に
該
当
す
る

方
❸
老
人
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
に
入
所
し

て
い
な
い
方

❹
短
期
入
所
の
利
用
を
月
15
日
以
上
利
用

し
て
い
な
い
方

支
援
内
容
　
お
む
つ
購
入
費
助
成
券
の
交

付（
5
月
、8
月
、11
月
、2
月
）

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
8

 

地
域
で
高
齢
者
虐
待
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

市
ホームページ

 

朝
の
一
杯
の
水
が
命
を

救
う

　 －

水
・
水
分
補
給
の
大
切
さ

－

　

富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
温
暖
化
が
毎
年
進
ん
で
い
ま
す
。
自

然
環
境
の
変
化
は
、私
た
ち
の
健
康
に
も

及
ん
で
お
り
、富
士
山
麓
の
清
涼
な
土
地

で
も
近
年
の
夏
の
暑
さ
は
侮
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
体
の
約
60
％
は
水
分
で
す
。

生
命
は
約
38
億
年
前
、海
の
中
で
誕
生
し

ま
し
た
。
や
が
て
生
物
が
陸
上
へ
進
出

す
る
際
、細
胞
が
生
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、海
の
環
境
を
そ
の
ま
ま
体
内

に
再
現
し
ま
し
た
。
血
液
や
リ
ン
パ
液

の
塩
分
濃
度
が
海
水
に
近
い
の
は
そ
の

証
で
す
。
水
は
栄
養・酸
素
の
運
搬
、体

温
調
節
、老
廃
物
の
排
泄
な
ど
、あ
ら
ゆ

る
生
命
活
動
を
支
え
ま
す
。
水
分
が
失

わ
れ
る
と
血
液
の
粘
度
が
増
し
、心
筋
梗

塞・脳
梗
塞・血
栓
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
は
口
渇
感
が
鈍
化
し
て

お
り
、自
覚
な
く
脱
水
が
進
み
や
す
い
た

め
要
注
意
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た

室
内
で
も
、乾
燥
に
よ
り
水
分
は
着
実
に

失
わ
れ
て
い
ま
す
。「
の
ど
が
渇
い
た
」と

感
じ
る
前
に
飲
む
こ
と
が
、熱
中
症・脱

水
症
予
防
の
基
本
で
す
。
一
日
の
目
安

は
、食
事
分
も
含
め
約
1.5
～
2
リ
ッ
ト
ル

で
す
。
こ
ま
め
な
補
給
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　
暑
い
夜
は
睡
眠
中
だ
け
で
も
約

5
0
0
ml
の
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。
朝
、

目
覚
め
た
直
後
は
軽
い
脱
水
状
態
に
あ

り
、常
温
の
水
を
コ
ッ
プ
一
杯（
1
5
0

～
2
0
0
ml
）飲
む
こ
と
で
、血
流
改
善・

血
圧
安
定・脳
の
活
性
化・排
便
促
進
の

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
飲
み
物
は
水
や
麦
茶
が
基
本
で
す
。
大

量
に
発
汗
し
た
際
は
、電
解
質
を
含
む
経

口
補
水
液
も
有
効
で
す
が
、甘
い
清
涼
飲

料
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取
は
、脱

水
を
助
長
し
ま
す
。
心
不
全・腎
不
全
な

ど
水
分
制
限
が
必
要
な
疾
患
の
あ
る
方

は
、必
ず
か
か
り
つ
け
医
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。
富
士
山
の
伏
流
水
に
恵

ま
れ
て
暮
ら
す
私
た
ち
は
、水
の
恩
恵
に

感
謝
し
、健
康
づ
く
り
に
活
か
し
ま
し
ょ

う
。「
朝
の
一
杯
の
水
」を
、今
日
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。
そ

の
小
さ
な
習
慣

が
、
命
を
守
り

続
け
ま
す
。

C
O
L
U
M
N

20



 
予
防
接
種
予
診
票
の 

再
発
行

　
破
損
や
紛
失
な
ど
に
よ
る
予
診
票
の
再

発
行
は
、事
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
便

利
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

手
順

❶
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
請
す
る
。

❷
申
請
翌
日
午
前
10
時
以
降
に
健
康
長
寿

課
窓
口（
15
番
）に
受
け
取
り
に
行
く
。

※
即
日
発
行
を
希
望
の
場
合
は
、オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
上
、必
ず
お
電
話
く
だ
さ

い
❸
再
発
行
さ
れ
た
予
診
票
を
確
認
し
、受

取
サ
イ
ン
を
す
る
。

注
意
事
項

●
申
請
内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
、再

度
申
請
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
者
と
受
取
人
が
異
な
る
場
合
は
、

窓
口
で
再
度
申
請
書
を
ご
記
入
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
け
取
り
の
際
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
接
種
を
受
け
る
方
が

子
ど
も
ま
た
は
妊
婦
の
場
合
、母
子
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
1
5
3・4
3
6

　
日
常
の
介
護
の
場
面
で
は
、心
身
と
も
に

大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
、知
ら

ず
知
ら
ず
に
気
持
ち
が
追
い
詰
め
ら
れ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
虐
待

の
多
く
は
、介
護
負
担
が
限
界
を
超
え
た
時

に
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
別
な

家
庭
の
話
で
は
な
く
、ど
ん
な
家
庭
で
も
起

こ
り
う
る
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
大
き
な
力
に
な
る
の
が
、地
域

の
皆
さ
ん
の「
温
か
な
見
守
り
の
目
」で
す
。

虐
待
の
サ
イ
ン
は
、家
の
中
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
何
気
な
い
変
化
と
し
て
外
側
に
も

現
れ
ま
す
。

日
常
の
変
化

●
以
前
よ
り
表
情
が
暗
く
な
っ
た

●
挨
拶
を
し
て
も
反
応
が
な
い

●
外
出
が
極
端
に
減
っ
た
　
な
ど

生
活
環
境
の
変
化

●
怒
鳴
り
声
や
大
き
な
物
音
が
聞
こ
え
る

●
庭
の
手
入
れ
や
ゴ
ミ
出
し
が
、急
に
滞

る
よ
う
に
な
っ
た
　
な
ど

　
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
家
族
や
社
会
か

ら
孤
立
し「
助
け
て
」と
言
え
ず
に
い
る

S
O
S
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時「
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
い
い

お
天
気
で
す
ね
！
」な
ど
の
何
気
な
い
声

か
け
が
、追
い
詰
め
ら
れ
た
介
護
者
の
心

を
解
き
ほ
ぐ
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

 

88
歳
長
寿
祝
金
支
給
事
業

の
廃
止

　
暮
ら
し
や
社
会
が
変
化
し
て
い
く
中
、

本
市
の
シ
ニ
ア
世
代
に
お
い
て
は
、地
域

活
動
へ
の
参
加
や
自
ら
の
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
、ま
た
、長
く
働
き
続
け
ら
れ
る

就
労
環
境
へ
の
適
応
な
ど
、地
域
を
支
え

て
い
た
だ
く
存
在
と
し
て
多
方
面
で
ご
活

躍
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、「
88
歳
」と「
1
0
0

歳
」の
方
を
対
象
に「
長
寿
祝
金
」を
支
給

し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
８
年
度
か
ら「
88

歳
」へ
の
支
給
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
市
で
は
、今
後
も
高
齢
者
の「
誰
も
が
元

気
に
動
け
る
体
づ
く
り
」を
目
指
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、引
き
続
き
豊
か
な
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、世
代
を
超
え
て
支
え
合
う
社

会
づ
く
り
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ 

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
5
1

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
長
寿
課

内
）　
☎
内
線
4
4
8

認
知
症
の
悩
み
を
一
人
で

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
大
切
な
家
族
が
認
知
症
に
な
る
と
、接

し
方
や
介
護
の
こ
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、同
じ

立
場
の
人
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
郡
内
地
域
に
は
、認
知
症
に
つ
い
て
相

談
で
き
る
場
が
な
か
っ
た
た
め
、家
族
同

士
が
つ
な
が
り
、支
え
合
う
こ
と
が
で
き

る
場
と
し
て
、き
ず
な
家
族
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。

　「
認
知
症
に
つ
い
て
話
を
し
て
み
た

い
」、「
認
知
症
介
護
を
経
験
し
た
方
の
話

を
聞
い
て
み
た
い
」な
ど
の
悩
み
が
あ
る
方

は
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
き
ず
な
家
族
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ 

　
き
ず
な
家
族
会
　
※
午
後
１
時
以
降

　
権
正
☎
0
9
0-

2
9
3
9-

2
9
4
5

　
市
川
☎
0
9
0-

4
0
7
7-

7
5
8
4

　
勝
俣
☎
0
9
0-

1
6
5
7-

8
8
3
0

紙
お
む
つ
購
入
費
の
助
成

　
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
で
、紙
お
む

つ・
尿
取
り
パ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
方

の
経
済
的
負
担
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
　
❶
～
❹
の
全
て
に
該
当
す
る
方

❶
市
民
税
が
非
課
税
の
方

❷
要
介
護
４・
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
。
ま
た
は
、要
介
護
３
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
で
、
認
定
調
査
票
の「
排

尿
」ま
た
は「
排
便
」の
項
目
が
、「
一
部

介
助
」ま
た
は「
全
介
助
」に
該
当
す
る

方
❸
老
人
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
に
入
所
し

て
い
な
い
方

❹
短
期
入
所
の
利
用
を
月
15
日
以
上
利
用

し
て
い
な
い
方

支
援
内
容
　
お
む
つ
購
入
費
助
成
券
の
交

付（
5
月
、8
月
、11
月
、2
月
）

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
8

 

地
域
で
高
齢
者
虐
待
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

市
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朝
の
一
杯
の
水
が
命
を

救
う

　 －
水
・
水
分
補
給
の
大
切
さ

－

　

富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
温
暖
化
が
毎
年
進
ん
で
い
ま
す
。
自

然
環
境
の
変
化
は
、私
た
ち
の
健
康
に
も

及
ん
で
お
り
、富
士
山
麓
の
清
涼
な
土
地

で
も
近
年
の
夏
の
暑
さ
は
侮
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
体
の
約
60
％
は
水
分
で
す
。

生
命
は
約
38
億
年
前
、海
の
中
で
誕
生
し

ま
し
た
。
や
が
て
生
物
が
陸
上
へ
進
出

す
る
際
、細
胞
が
生
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、海
の
環
境
を
そ
の
ま
ま
体
内

に
再
現
し
ま
し
た
。
血
液
や
リ
ン
パ
液

の
塩
分
濃
度
が
海
水
に
近
い
の
は
そ
の

証
で
す
。
水
は
栄
養・酸
素
の
運
搬
、体

温
調
節
、老
廃
物
の
排
泄
な
ど
、あ
ら
ゆ

る
生
命
活
動
を
支
え
ま
す
。
水
分
が
失

わ
れ
る
と
血
液
の
粘
度
が
増
し
、心
筋
梗

塞・脳
梗
塞・血
栓
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
は
口
渇
感
が
鈍
化
し
て

お
り
、自
覚
な
く
脱
水
が
進
み
や
す
い
た

め
要
注
意
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た

室
内
で
も
、乾
燥
に
よ
り
水
分
は
着
実
に

失
わ
れ
て
い
ま
す
。「
の
ど
が
渇
い
た
」と

感
じ
る
前
に
飲
む
こ
と
が
、熱
中
症・脱

水
症
予
防
の
基
本
で
す
。
一
日
の
目
安

は
、食
事
分
も
含
め
約
1.5
～
2
リ
ッ
ト
ル

で
す
。
こ
ま
め
な
補
給
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　
暑
い
夜
は
睡
眠
中
だ
け
で
も
約

5
0
0
ml
の
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。
朝
、

目
覚
め
た
直
後
は
軽
い
脱
水
状
態
に
あ

り
、常
温
の
水
を
コ
ッ
プ
一
杯（
1
5
0

～
2
0
0
ml
）飲
む
こ
と
で
、血
流
改
善・

血
圧
安
定・脳
の
活
性
化・排
便
促
進
の

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
飲
み
物
は
水
や
麦
茶
が
基
本
で
す
。
大

量
に
発
汗
し
た
際
は
、電
解
質
を
含
む
経

口
補
水
液
も
有
効
で
す
が
、甘
い
清
涼
飲

料
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取
は
、脱

水
を
助
長
し
ま
す
。
心
不
全・腎
不
全
な

ど
水
分
制
限
が
必
要
な
疾
患
の
あ
る
方

は
、必
ず
か
か
り
つ
け
医
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。
富
士
山
の
伏
流
水
に
恵

ま
れ
て
暮
ら
す
私
た
ち
は
、水
の
恩
恵
に

感
謝
し
、健
康
づ
く
り
に
活
か
し
ま
し
ょ

う
。「
朝
の
一
杯
の
水
」を
、今
日
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。
そ

の
小
さ
な
習
慣

が
、
命
を
守
り

続
け
ま
す
。
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当
院
で
は
、出
産
に
対
す
る
不
安

を
軽
減
し
、安
心
し
て
出
産
に
臨
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

令
和
７
年
７
月
か
ら
、選
択
肢
と
し

て
、無
痛
分
娩
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
無
痛
分
娩
と
は
、陣
痛
に
よ
る
痛

み
を
麻
酔
薬
で
軽
減
し
て
出
産
す
る

分
娩
方
法
で
す
。
産
婦
さ
ん
は「
痛

み
が
な
い
」こ
と
を
期
待
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、実
際
に
は
完
全
に
痛

み
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、痛
み
を

緩
和
し
つ
つ
自
然
な
感
覚
を
残
す

「
和
痛（
わ
つ
う
）」と
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
無
痛
分
娩
は
、医
療
的
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
で
、リ
ス
ク
に
つ
い

て
も
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
当
院
で

出
産
す
る
経
産
婦
さ
ん（
２
人
目
以

降
の
方
）を
対
象
と
し
て
、無
痛
分
娩

を
希
望
さ
れ
る
方
に
十
分
な
説
明
を

し
た
上
で
、医
師
の
許
可
が
あ
る
場

合
に
限
り
、無
痛
分
娩
を
行
っ
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
対
象
の
方
を
拡

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
無
痛
分
娩
時
は
、産
婦
人
科
医
と

麻
酔
科
医
が
連
携
し
、安
全
な
麻
酔

管
理
を
行
い
、助
産
師
も
寄
り
添
い

な
が
ら
、安
心
し
て
出
産
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

妊
婦
健
診
の
際
に
医
師
に
相
談
を
お

願
い
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
正
な
量
に
抑
え

る
た
め
に
、❶
～
❸
の
工
夫
を
取
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶
低
脂
質
な
食
品
を
選
ぶ：鶏
胸
肉（
皮
な

し
）、
豆
腐
や
納
豆
な
ど
の
大
豆
製
品

は
、高
タ
ン
パ
ク・低
脂
質
で
ダ
イ
エ
ッ

ト
の
強
い
味
方
で
す
。

❷
調
理
法
を
変
え
る：「
揚
げ
る・炒
め
る
」

よ
り
も「
蒸
す・茹
で
る
」を
選
ぶ
と
、調

理
油
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

❸
栄
養
成
分
表
示
を
見
る：
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
裏
面
を
確
認
し「
脂
質
」の
量
を
確
認

す
る
癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
極
端
な
炭
水
化
物
抜
き
は
、リ
バ
ウ
ン

ド
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ
る
体
調
不
良

の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、筋
力
低
下

を
招
き
、代
謝
が
落
ち
る
こ
と
で
逆
に
痩

せ
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
体
づ

く
り
の
基
本
は
、食
事（
キ
ッ
チ
ン
）か
ら

で
す
。
ま
ず
は
普
段
の
食
事
に
潜
む「
脂

質
」に
気
づ
き
、適
度
な
運
動
と
合
わ
せ
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
健
康
的
な
体
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
合
せ

　健
康
長
寿
課
　
内
線
7
7
4

・4
3
6

　
健
康
づ
く
り
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、ご
飯
や

パ
ン
な
ど
の
炭
水
化
物
を
抜
い
た
り
、運
動

量
を
増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、そ
れ

で
も
体
重
が
な
か
な
か
落
ち
な
い
方
は
、食

事
の「
P
F
C
バ
ラ
ン
ス
」が
崩
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
体
づ
く
り
の
8
割
は「
食
事
」

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
世
界
で
は「
割
れ
た

腹
筋
は
キ
ッ
チ
ン
で
作
ら
れ
る
」と
い
う

有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
ジ

ム
で
い
く
ら
運
動
を
頑
張
っ
て
も
、毎
日

の
食
事
を
管
理
し
な
け
れ
ば
理
想
の
体
は

作
れ
な
い
」と
い
う
本
質
を
突
い
た
言
葉

で
す
。

　
運
動
は
体
を
変
え
る
た
め
の「
ス
イ
ッ

チ
」に
過
ぎ
ず
、実
際
に
体
を
作
る「
材
料
」

は
、食
事
か
ら
し
か
摂
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、健
康
づ
く
り
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
で
は
、運
動
以
上
に
日
々
の
食
事

管
理
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

■
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
近
道
は「
脂
質
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」

　
私
た
ち
の
体
の
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
P（
タ
ン
パ
ク
質
）、
F（
脂
質
）、
C

（
炭
水
化
物
）の
バ
ラ
ン
ス
を「
P
F
C
バ

ラ
ン
ス
」と
呼
び
ま
す
。
食
事
管
理
で
一

番
落
と
し
穴
に
な
り
や
す
い
の
が「
F（
脂

質
）」で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
と
炭
水
化
物

が
、1
g
あ
た
り
約
4
k
c
a
l
な
の
に

対
し
、脂
質
は
1
g
で
約
9
k
c
a
l
と

倍
以
上
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、む
や
み
に
運
動
量
を
増
や
し
た
り
、炭

水
化
物
を
一
生
懸
命
我
慢
す
る
よ
り
も
、

脂
質
を
少
し
抑
え
る
方
が
、効
率
よ
く
摂

取
カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
意
外
な
盲
点「
隠
れ
脂
質
」

　
脂
質
と
い
え
ば
、
揚
げ
物
や
脂
身(
あ

ぶ
ら
み)

の
多
い
肉
類
を
想
像
し
ま
す

が
、実
は「
見
た
目
か
ら
は
脂
質
が
多
い
と

わ
か
り
に
く
い
食
品
」に
要
注
意
で
す
。

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
例
に
す
る
と
、ダ
イ

エ
ッ
ト
中
は
白
米（
炭
水
化
物
）を
減
ら

す
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、カ

レ
ー
ル
ー
に
は
小
麦
粉
や
油
分
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、白
米
を
減
ら
す
よ
り

も
、ル
ー
の
量
を
少
な
め
に
し
た
り
、脂
質

オ
フ
の
ル
ー
を
選
ぶ
方
が
無
理
な
く
大
き

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

健
康
に
良
い

と
さ
れ
る
ア

ボ
カ
ド
も
、

食
べ
過
ぎ

れ
ば
あ
っ
と

い
う
間
に
カ

ロ
リ
ー
オ
ー

バ
ー
に
つ
な

が
り
ま
す
。

そ
の
他「
隠
れ
脂
質
」に
該
当
す
る
食
品
の
例

　
生
ク
リ
ー
ム（
1
0
0
ｇ
）脂
質：
約

35
g
～
45
g

　
シ
ー
ザ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン
グ（
大
さ
じ
1
）　

脂
質：約
7
g

　
ウ
イ
ン
ナ
ー（
1
袋
）脂
質：約
25
g

■
今
日
か
ら
で
き
る
！
健
康
的
な
食
事
の
コ
ツ

　
　
脂
質
は
細
胞
や
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
大

切
な
栄
養
素
の
た
め
、ゼ
ロ
に
す
る
必
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当
院
で
は
、出
産
に
対
す
る
不
安

を
軽
減
し
、安
心
し
て
出
産
に
臨
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

令
和
７
年
７
月
か
ら
、選
択
肢
と
し

て
、無
痛
分
娩
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
無
痛
分
娩
と
は
、陣
痛
に
よ
る
痛

み
を
麻
酔
薬
で
軽
減
し
て
出
産
す
る

分
娩
方
法
で
す
。
産
婦
さ
ん
は「
痛

み
が
な
い
」こ
と
を
期
待
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、実
際
に
は
完
全
に
痛

み
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、痛
み
を

緩
和
し
つ
つ
自
然
な
感
覚
を
残
す

「
和
痛（
わ
つ
う
）」と
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
無
痛
分
娩
は
、医
療
的
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
で
、リ
ス
ク
に
つ
い

て
も
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
当
院
で

出
産
す
る
経
産
婦
さ
ん（
２
人
目
以

降
の
方
）を
対
象
と
し
て
、無
痛
分
娩

を
希
望
さ
れ
る
方
に
十
分
な
説
明
を

し
た
上
で
、医
師
の
許
可
が
あ
る
場

合
に
限
り
、無
痛
分
娩
を
行
っ
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
対
象
の
方
を
拡

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
無
痛
分
娩
時
は
、産
婦
人
科
医
と

麻
酔
科
医
が
連
携
し
、安
全
な
麻
酔

管
理
を
行
い
、助
産
師
も
寄
り
添
い

な
が
ら
、安
心
し
て
出
産
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

妊
婦
健
診
の
際
に
医
師
に
相
談
を
お

願
い
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
正
な
量
に
抑
え

る
た
め
に
、❶
～
❸
の
工
夫
を
取
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶
低
脂
質
な
食
品
を
選
ぶ：鶏
胸
肉（
皮
な

し
）、
豆
腐
や
納
豆
な
ど
の
大
豆
製
品

は
、高
タ
ン
パ
ク・低
脂
質
で
ダ
イ
エ
ッ

ト
の
強
い
味
方
で
す
。

❷
調
理
法
を
変
え
る：「
揚
げ
る・炒
め
る
」

よ
り
も「
蒸
す・茹
で
る
」を
選
ぶ
と
、調

理
油
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

❸
栄
養
成
分
表
示
を
見
る：
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
裏
面
を
確
認
し「
脂
質
」の
量
を
確
認

す
る
癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
極
端
な
炭
水
化
物
抜
き
は
、リ
バ
ウ
ン

ド
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ
る
体
調
不
良

の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、筋
力
低
下

を
招
き
、代
謝
が
落
ち
る
こ
と
で
逆
に
痩

せ
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
体
づ

く
り
の
基
本
は
、食
事（
キ
ッ
チ
ン
）か
ら

で
す
。
ま
ず
は
普
段
の
食
事
に
潜
む「
脂

質
」に
気
づ
き
、適
度
な
運
動
と
合
わ
せ
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
健
康
的
な
体
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
合
せ

　健
康
長
寿
課
　
内
線
7
7
4

・4
3
6

　
健
康
づ
く
り
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、ご
飯
や

パ
ン
な
ど
の
炭
水
化
物
を
抜
い
た
り
、運
動

量
を
増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、そ
れ

で
も
体
重
が
な
か
な
か
落
ち
な
い
方
は
、食

事
の「
P
F
C
バ
ラ
ン
ス
」が
崩
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
体
づ
く
り
の
8
割
は「
食
事
」

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
世
界
で
は「
割
れ
た

腹
筋
は
キ
ッ
チ
ン
で
作
ら
れ
る
」と
い
う

有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
ジ

ム
で
い
く
ら
運
動
を
頑
張
っ
て
も
、毎
日

の
食
事
を
管
理
し
な
け
れ
ば
理
想
の
体
は

作
れ
な
い
」と
い
う
本
質
を
突
い
た
言
葉

で
す
。

　
運
動
は
体
を
変
え
る
た
め
の「
ス
イ
ッ

チ
」に
過
ぎ
ず
、実
際
に
体
を
作
る「
材
料
」

は
、食
事
か
ら
し
か
摂
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、健
康
づ
く
り
や
ダ
イ

エ
ッ
ト
で
は
、運
動
以
上
に
日
々
の
食
事

管
理
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

■
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
近
道
は「
脂
質
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」

　
私
た
ち
の
体
の
主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
P（
タ
ン
パ
ク
質
）、
F（
脂
質
）、
C

（
炭
水
化
物
）の
バ
ラ
ン
ス
を「
P
F
C
バ

ラ
ン
ス
」と
呼
び
ま
す
。
食
事
管
理
で
一

番
落
と
し
穴
に
な
り
や
す
い
の
が「
F（
脂

質
）」で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
と
炭
水
化
物

が
、1
g
あ
た
り
約
4
k
c
a
l
な
の
に

対
し
、脂
質
は
1
g
で
約
9
k
c
a
l
と

倍
以
上
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、む
や
み
に
運
動
量
を
増
や
し
た
り
、炭

水
化
物
を
一
生
懸
命
我
慢
す
る
よ
り
も
、

脂
質
を
少
し
抑
え
る
方
が
、効
率
よ
く
摂

取
カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
意
外
な
盲
点「
隠
れ
脂
質
」

　
脂
質
と
い
え
ば
、
揚
げ
物
や
脂
身(

あ

ぶ
ら
み)

の
多
い
肉
類
を
想
像
し
ま
す

が
、実
は「
見
た
目
か
ら
は
脂
質
が
多
い
と

わ
か
り
に
く
い
食
品
」に
要
注
意
で
す
。

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
例
に
す
る
と
、ダ
イ

エ
ッ
ト
中
は
白
米（
炭
水
化
物
）を
減
ら

す
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、カ

レ
ー
ル
ー
に
は
小
麦
粉
や
油
分
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、白
米
を
減
ら
す
よ
り

も
、ル
ー
の
量
を
少
な
め
に
し
た
り
、脂
質

オ
フ
の
ル
ー
を
選
ぶ
方
が
無
理
な
く
大
き

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

健
康
に
良
い

と
さ
れ
る
ア

ボ
カ
ド
も
、

食
べ
過
ぎ

れ
ば
あ
っ
と

い
う
間
に
カ

ロ
リ
ー
オ
ー

バ
ー
に
つ
な

が
り
ま
す
。

そ
の
他「
隠
れ
脂
質
」に
該
当
す
る
食
品
の
例

　
生
ク
リ
ー
ム（
1
0
0
ｇ
）脂
質：
約

35
g
～
45
g

　
シ
ー
ザ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン
グ（
大
さ
じ
1
）　

脂
質：約
7
g

　
ウ
イ
ン
ナ
ー（
1
袋
）脂
質：約
25
g

■
今
日
か
ら
で
き
る
！
健
康
的
な
食
事
の
コ
ツ

　
　
脂
質
は
細
胞
や
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
大

切
な
栄
養
素
の
た
め
、ゼ
ロ
に
す
る
必
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共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

女
男

ドン・フジ・ヒー

富士の麓に刻まれた、
それぞれの足跡。

荻原 井泉水
おぎ   わら     せい  せん   すい

口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
か
ら
馬
返

ま
で
は
草
原
が
広
が
り
「
小
松
の
中

に
秋
草
が
様
々
に
咲
い
て
い
る
ら
し
い
が
、丈

け
の
低
い
の
は
夕
べ
の
色
に
埋
れ
て
し
ま
っ

て
、
背
の
高
い
女
郎
花
と
路
傍
に
近
く
咲
い

て
い
る
月
見
草
だ
け
が
暮
れ
残
っ
て
」い
ま
し

た
。馬
返
に
到
着
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
寒
く

な
る
の
で
メ
リ
ヤ
ス
（
ニッ
ト
）
の
肌
着
を
着

込
ん
で
か
ら
う
ど
ん
を
食
べ
て
い
ま
す
。再

び
登
り
始
め
る
と
森
に
入
り
、
道
は
暗
く
な

り
、「
樹
の
枝
の
薄
く
な
っ
て
い
る
所
で
は
、

月
の
光
が
雪
の
よ
う
に
葉
の
上
に
積
み
た

ま
っ
て
、
そ
こ
ら
を
明
る
く
し
て
」い
て
、
先

を
行
く
馬
子
が
提
灯
を
つ
け
て
萩
原
た
ち

一
行
が
乗
る
七
頭
の
馬
を
導
き
ま
し
た
。

　五
合
目
に
着
く
と
木
々
は
尽
き
て
、
一
面

に
月
明
か
り
が
さ
し
て
い
ま
し
た
。一
行
は

山
小
屋
で
熱
い
お
茶
を
い
た
だ
き
、
夕
食
の

弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
は
馬
を
降

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
強
力
が
先
導

し
て
い
き
ま
す
。途
中
か
ら
露
が
服
を
濡
ら

す
た
め
、
茣
蓙
と
笠
を
着
用
し
ま
し
た
。道

は
富
士
山
の
砂
で
覆
わ
れ
、「
路
と
い
う
よ

う
な
路
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。僅
に
人
が

踏
ん
だ
跡
の
砂
が
、
そ
れ
と
判
る
の
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
踏
み
堅
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
足
を
か
け
る
と
、
さ
く
り
さ
く
り
と

辷
る
の
で
、
歩
み
は
著
し
く
は
か
ど
ら
な
く

な
」
っ
て
い
き
ま
し
た
。八
合
目
を
越
す
と
、

睡
眠
を
取
ら
ず
に
登
っ
て
い
た
萩
原
は
ふ
ら

ふ
ら
し
て
き
た
た
め
、
茣
蓙
を
敷
い
て
少
し

横
に
な
る
な
ど
休
み
つ
つ
歩
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。九
合
目
を
過
ぎ
た
頃
に
は
夜
明
け

が
近
づ
き
、「
混
沌
と
し
た
青
白
い
色
が
、一

様
に
漂
う
て
」
き
ま
し
た
。登
頂
す
る
と
そ

こ
で
御
来
迎（
御
来
光
）を
待
ち
ま
し
た
。御

来
迎
に
つ
い
て
萩
原
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。

　「或
る
神
聖
な
も
の
の
誕
生
を
包
ん
で
い

る
幕
の
よ
う
な
霞
が
、
つ
や
つ
や
し
い
光
を

帯
び
て
来
た
。
　

―

　つ
と
、
一
点
の
輝
い

た
朱
の
色
が
、
鋭
い
刃
物
で
突
き
破
っ
た
皮

膚
か
ら
滴
る
血
の
よ
う
に
、
霞
の
幕
を
押
し

分
け
た
、
と
思
う
間
に
、
其
の
朱
の
一
点
が

み
る
み
る
拡
が
っ
て
麗
わ
し
い
太
陽
の
姿
と

な
っ
た
」（
終
わ
り
）

　市内には、さまざまな国の人が日本語を使って、生活しています。いろいろな
国の人と友達になりたい人、日本語でおしゃべりしながら交流しましょう！

「にほんご交流会」を開催します！北

1884-1976

「八合目　御来迎」
〔杉浦非水「河口湖畔」
『富士山スケッチ』
（1907年）より〕

日
々
、
な
が
れ
る

　
こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
馬
場
亮
河
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
コ
モ
ン
ズ
（com

m
ons

）」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

コ
モ
ン
ズ
と
は
、地
域
の
人
々
が
共
同
管
理
し
、利
用
し
て
き
た
共
有
地
の
こ
と

で
す
。「com

」と
い
う
接
頭
辞
は「
共
に
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、
近
年「
共
」と

い
う
概
念
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
富
士
北
麓
に
も「
北
富
士
演
習
場
内
国
有
入
会
地
」な
ど
、
た
く
さ
ん

の
コ
モ
ン
ズ
が
存
在
し
ま
す
。富
士
北
麓
に
住
む
人
た
ち
は
山
に
入
り
、
山
菜

や
木
の
実
を
採
っ
た
り
、
薪
や
建
材
と
な
る
木
を
利
用
し
た
り
し
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
、
コ
モ
ン
ズ
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
る「
コ
モ
ン
ズ
ナ
イ
ト
」と
い
う

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、入
会
地
の
歴
史
や
火
入
れ
、富
士
山
の
森
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。山
と
の
関
わ
り
方
が
変
化
す
る
今
、
富
士
山
の
森
の
新

た
な
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
移
住
し
て
か
ら
富
士
北
麓
の
コ
モ
ン
ズ
を
学
び
、
そ
の
魅
力
に
惹

か
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
は
地
域
の

記
憶
を
残
す
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
の
記

憶
も
一
つ
の
共
有
財
産
と
し
て
次
世

代
に
「
伝
え
（com

m
unicate

）」
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
想
い
か
ら
、

今
後
も
過
去
か
ら
現
代
、
そ
し
て
未

来
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
も
む
き

す
べ

ご
ざ

た
だ
よ

ご
ら
い
ご
う

肆

　皆さん、こんにちは。４月に男女共同参画推進会議は新しいメンバーを迎え、２年間の任期を
スタートしました。性別に関わらず、誰もが自分らしく、生き生きと暮らすことができる多様性に満
ちた街づくりを目指し、委員一同、新鮮な気持ちで活動してまいります。どうぞよろしくお願いしま
す。
　さて、今月はいよいよ待ちに待った市民夏まつりが開催されますね。私たち推進委員も、毎年
多くの市民の皆さんが足を止めてくださる恒例のブースを、今年も出展します。今年で３回目を迎
える「シールアンケート」では、日頃から「社会での男女格差」や「家庭での役割分担」につい
て感じていることを、直感で１枚のシールに託していただきます。また、日々の生活の中で覚える
小さな違和感や本音を、木に飾るように吐き出せる「もやもやツリー」も設置します。
　「男だから」「女だから」という枠にとらわれず、一人一人が「自分らしく」いられる富士吉田
市をつくること。それは、お祭りのついでにシールを貼るような、皆さんの小さな声を聴か
せていただくことから始まります。
　新体制となり、より一層パワーアップした私たちのブースへ、ぜひご家族やお友達とお
立ち寄りください。市制祭当日、みなさんと楽しくお話しできることを楽しみにしています！

　今月は男女共同参画推進委員 戸村有希さん に担当していただきました。

市民夏まつりであなたの「本音」を聴かせてください

日にち

テーマ

※すべて日曜日

時間

場所

参加できる人

参加料

申し込み

７月１2日

8月23日

9月１3日

こうりゅうかいしないくにひと

こう    りゅう   かい かい　さい

し  ない

ひ

がつ　  にち 

がつ　  にち 

がつ　  にち 

知らないと大変！「防災」「防犯」「交通ルール」

（富士吉田警察署）

し　　　　　　　たいへん　 ぼうさい　  ぼうはん　   こう つう

ふ   じ  よし  だ けいさつしょ

午前10時～１２時（昼）
ご ぜん　     じ           　じ　ひる

下吉田コミュニティセンター（新町4-12-34）
しも よし  だ  こ  み ゅ  に   て  ぃ  せ  ん  た  ー　しんまち

￥0（お金はいりません）
かね

参加希望者は、QRコードから申し込みをしてください

■受付開始：7月3日（金）

■全３回分（都合で欠席する回があっても構いません）

さん  か   き  ぼうしゃ　    きゅーあーるこーど　　    もう　　こ

うけつけかい  し

ぜん　かいぶん    つ  ごう　  けっせき       　かい　　　　　　　  かま

がつみっか　きん

市民（富士吉田市に住んでいる人） ※どの国籍の人も参加できます
し  みん　ふ  じ  よし だ   し      　す　　　　　　　ひと こくせき　 ひと　 さん か

市のバス「タウンスニーカーにのる」

（富士急バス）

し         ば  す     た  う   ん  す  に   ー  か  ー

ふ   じ きゅう

ヨガをしよう！

（安富　美沙子）
やすとみ　    み   さ   こ

よ   が

て   ー   ま

にちよう び

じ かん

ば しょ

さん  か　　　　　ひと

さん  かりょう

もう　　こ

詳しくは、市ホームページか富士吉田市国際親善委員会のSNS（Facebook・Instagram）を見てください。
くわ ふ  じ  よし だ   し こくさいしんぜんい いんかいし   ほ   ー  む  ぺ   ー  じ えすえぬえす ふぇいすぶっく いんすたぐらむ み

くに

くに ひと ひとともだち

ひと にほんご

にほんご こうりゅう

つか せいかつ

にほんごでくらすふじよしだ

お
み
な
え
し

ま
ご

ち
ょ
う
ち
ん

ご
う
り
き

ご
ざ

み
ち

問合せ■
富士吉田市国際親善委員会事務局
（市民協働推進課内）　☎24-1236

ふ   じ よし だ  し こくさいしんぜんいいんかい じ   むきょく

とい あわ

し みんきょうどうすいしん かない
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共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

女
男

ドン・フジ・ヒー

富士の麓に刻まれた、
それぞれの足跡。

荻原 井泉水
おぎ   わら     せい  せん   すい

口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
か
ら
馬
返

ま
で
は
草
原
が
広
が
り
「
小
松
の
中

に
秋
草
が
様
々
に
咲
い
て
い
る
ら
し
い
が
、丈

け
の
低
い
の
は
夕
べ
の
色
に
埋
れ
て
し
ま
っ

て
、
背
の
高
い
女
郎
花
と
路
傍
に
近
く
咲
い

て
い
る
月
見
草
だ
け
が
暮
れ
残
っ
て
」い
ま
し

た
。馬
返
に
到
着
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
寒
く

な
る
の
で
メ
リ
ヤ
ス
（
ニッ
ト
）
の
肌
着
を
着

込
ん
で
か
ら
う
ど
ん
を
食
べ
て
い
ま
す
。再

び
登
り
始
め
る
と
森
に
入
り
、
道
は
暗
く
な

り
、「
樹
の
枝
の
薄
く
な
っ
て
い
る
所
で
は
、

月
の
光
が
雪
の
よ
う
に
葉
の
上
に
積
み
た

ま
っ
て
、
そ
こ
ら
を
明
る
く
し
て
」い
て
、
先

を
行
く
馬
子
が
提
灯
を
つ
け
て
萩
原
た
ち

一
行
が
乗
る
七
頭
の
馬
を
導
き
ま
し
た
。

　五
合
目
に
着
く
と
木
々
は
尽
き
て
、
一
面

に
月
明
か
り
が
さ
し
て
い
ま
し
た
。一
行
は

山
小
屋
で
熱
い
お
茶
を
い
た
だ
き
、
夕
食
の

弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。こ
こ
か
ら
は
馬
を
降

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
強
力
が
先
導

し
て
い
き
ま
す
。途
中
か
ら
露
が
服
を
濡
ら

す
た
め
、
茣
蓙
と
笠
を
着
用
し
ま
し
た
。道

は
富
士
山
の
砂
で
覆
わ
れ
、「
路
と
い
う
よ

う
な
路
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。僅
に
人
が

踏
ん
だ
跡
の
砂
が
、
そ
れ
と
判
る
の
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
踏
み
堅
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
足
を
か
け
る
と
、
さ
く
り
さ
く
り
と

辷
る
の
で
、
歩
み
は
著
し
く
は
か
ど
ら
な
く

な
」
っ
て
い
き
ま
し
た
。八
合
目
を
越
す
と
、

睡
眠
を
取
ら
ず
に
登
っ
て
い
た
萩
原
は
ふ
ら

ふ
ら
し
て
き
た
た
め
、
茣
蓙
を
敷
い
て
少
し

横
に
な
る
な
ど
休
み
つ
つ
歩
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。九
合
目
を
過
ぎ
た
頃
に
は
夜
明
け

が
近
づ
き
、「
混
沌
と
し
た
青
白
い
色
が
、一

様
に
漂
う
て
」
き
ま
し
た
。登
頂
す
る
と
そ

こ
で
御
来
迎（
御
来
光
）を
待
ち
ま
し
た
。御

来
迎
に
つ
い
て
萩
原
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。

　「或
る
神
聖
な
も
の
の
誕
生
を
包
ん
で
い

る
幕
の
よ
う
な
霞
が
、
つ
や
つ
や
し
い
光
を

帯
び
て
来
た
。
　

―
　つ
と
、
一
点
の
輝
い

た
朱
の
色
が
、
鋭
い
刃
物
で
突
き
破
っ
た
皮

膚
か
ら
滴
る
血
の
よ
う
に
、
霞
の
幕
を
押
し

分
け
た
、
と
思
う
間
に
、
其
の
朱
の
一
点
が

み
る
み
る
拡
が
っ
て
麗
わ
し
い
太
陽
の
姿
と

な
っ
た
」（
終
わ
り
）

　市内には、さまざまな国の人が日本語を使って、生活しています。いろいろな
国の人と友達になりたい人、日本語でおしゃべりしながら交流しましょう！

「にほんご交流会」を開催します！北

1884-1976

「八合目　御来迎」
〔杉浦非水「河口湖畔」
『富士山スケッチ』
（1907年）より〕

日
々
、
な
が
れ
る

　
こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
馬
場
亮
河
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
コ
モ
ン
ズ
（com

m
ons

）」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

コ
モ
ン
ズ
と
は
、地
域
の
人
々
が
共
同
管
理
し
、利
用
し
て
き
た
共
有
地
の
こ
と

で
す
。「com

」と
い
う
接
頭
辞
は「
共
に
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、
近
年「
共
」と

い
う
概
念
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
富
士
北
麓
に
も「
北
富
士
演
習
場
内
国
有
入
会
地
」な
ど
、
た
く
さ
ん

の
コ
モ
ン
ズ
が
存
在
し
ま
す
。富
士
北
麓
に
住
む
人
た
ち
は
山
に
入
り
、
山
菜

や
木
の
実
を
採
っ
た
り
、
薪
や
建
材
と
な
る
木
を
利
用
し
た
り
し
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
、
コ
モ
ン
ズ
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
る「
コ
モ
ン
ズ
ナ
イ
ト
」と
い
う

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、入
会
地
の
歴
史
や
火
入
れ
、富
士
山
の
森
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。山
と
の
関
わ
り
方
が
変
化
す
る
今
、
富
士
山
の
森
の
新

た
な
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
移
住
し
て
か
ら
富
士
北
麓
の
コ
モ
ン
ズ
を
学
び
、
そ
の
魅
力
に
惹

か
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
は
地
域
の

記
憶
を
残
す
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
の
記

憶
も
一
つ
の
共
有
財
産
と
し
て
次
世

代
に
「
伝
え
（com

m
unicate

）」
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
想
い
か
ら
、

今
後
も
過
去
か
ら
現
代
、
そ
し
て
未

来
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
も
む
き

す
べ

ご
ざ

た
だ
よ

ご
ら
い
ご
う

肆

　皆さん、こんにちは。４月に男女共同参画推進会議は新しいメンバーを迎え、２年間の任期を
スタートしました。性別に関わらず、誰もが自分らしく、生き生きと暮らすことができる多様性に満
ちた街づくりを目指し、委員一同、新鮮な気持ちで活動してまいります。どうぞよろしくお願いしま
す。
　さて、今月はいよいよ待ちに待った市民夏まつりが開催されますね。私たち推進委員も、毎年
多くの市民の皆さんが足を止めてくださる恒例のブースを、今年も出展します。今年で３回目を迎
える「シールアンケート」では、日頃から「社会での男女格差」や「家庭での役割分担」につい
て感じていることを、直感で１枚のシールに託していただきます。また、日々の生活の中で覚える
小さな違和感や本音を、木に飾るように吐き出せる「もやもやツリー」も設置します。
　「男だから」「女だから」という枠にとらわれず、一人一人が「自分らしく」いられる富士吉田
市をつくること。それは、お祭りのついでにシールを貼るような、皆さんの小さな声を聴か
せていただくことから始まります。
　新体制となり、より一層パワーアップした私たちのブースへ、ぜひご家族やお友達とお
立ち寄りください。市制祭当日、みなさんと楽しくお話しできることを楽しみにしています！

　今月は男女共同参画推進委員 戸村有希さん に担当していただきました。

市民夏まつりであなたの「本音」を聴かせてください

日にち

テーマ

※すべて日曜日

時間

場所

参加できる人

参加料

申し込み

７月１2日

8月23日

9月１3日

こうりゅうかいしないくにひと

こう    りゅう   かい かい　さい

し  ない

ひ

がつ　  にち 

がつ　  にち 

がつ　  にち 

知らないと大変！「防災」「防犯」「交通ルール」

（富士吉田警察署）

し　　　　　　　たいへん　 ぼうさい　  ぼうはん　   こう つう

ふ   じ  よし  だ けいさつしょ

午前10時～１２時（昼）
ご ぜん　     じ           　じ　ひる

下吉田コミュニティセンター（新町4-12-34）
しも よし  だ  こ  み ゅ  に   て  ぃ  せ  ん  た  ー　しんまち

￥0（お金はいりません）
かね

参加希望者は、QRコードから申し込みをしてください

■受付開始：7月3日（金）

■全３回分（都合で欠席する回があっても構いません）

さん  か   き  ぼうしゃ　    きゅーあーるこーど　　    もう　　こ

うけつけかい  し

ぜん　かいぶん    つ  ごう　  けっせき       　かい　　　　　　　  かま

がつみっか　きん

市民（富士吉田市に住んでいる人） ※どの国籍の人も参加できます
し  みん　ふ  じ  よし だ   し      　す　　　　　　　ひと こくせき　 ひと　 さん か

市のバス「タウンスニーカーにのる」

（富士急バス）

し         ば  す     た  う   ん  す  に   ー  か  ー

ふ   じ きゅう

ヨガをしよう！

（安富　美沙子）
やすとみ　    み   さ   こ

よ   が

て   ー   ま

にちよう び

じ かん

ば しょ

さん  か　　　　　ひと

さん  かりょう

もう　　こ

詳しくは、市ホームページか富士吉田市国際親善委員会のSNS（Facebook・Instagram）を見てください。
くわ ふ  じ  よし だ   し こくさいしんぜんい いんかいし   ほ   ー  む  ぺ   ー  じ えすえぬえす ふぇいすぶっく いんすたぐらむ み

くに

くに ひと ひとともだち

ひと にほんご

にほんご こうりゅう

つか せいかつ

にほんごでくらすふじよしだ

お
み
な
え
し

ま
ご

ち
ょ
う
ち
ん

ご
う
り
き

ご
ざ

み
ち

問合せ■
富士吉田市国際親善委員会事務局
（市民協働推進課内）　☎24-1236

ふ   じ よし だ  し こくさいしんぜんいいんかい じ   むきょく

とい あわ

し みんきょうどうすいしん かない
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富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※

講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 

■場 

富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ 

３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 

８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

・ ■￥ 

低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 

■￥ 

会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 

非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 

愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 

■日 

推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-

３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-

７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※

Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

安
全
対
策
課
か
ら

市
民
課
か
ら

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
7月  ６日㈪
7月 13日㈪
7月 17日㈮
7月 27日㈪

6個
7個
8個
9個

収集日
7月 17日㈮
7月 27日㈪
7月 31日㈮
8月   7日㈮

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ （28）6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
21日㈫　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ （22）1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
☎ 22-1577（相談専用）

●知的財産相談
14日㈫　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士権正英樹氏）
☎ （24）7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●行政相談
15日㈬　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
21日㈫午後1時～4時
市役所本庁舎2階　東会議室
※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・４金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
21日㈫　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ （24）7111
※相談対象：会員

●法律相談
7日㈫・21日㈫
8月4日㈫・18日㈫
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
10日㈮　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎2階東会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
8日㈬ 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

　「
え
、一
回
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
？
」「
一
回
限

り
の
契
約
だ
っ
た
は
ず
な
の
に・・・」

　「
定
期
購
入
」に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。申
し
込
み
の
途
中
な
ど

で
、さ
ら
に
お
得
な
案
内
や
別
の
商
品
を
提

示
す
る
な
ど
し
て
、意
図
せ
ず
定
期
購
入

や
購
入
回
数
縛
り
の
あ
る
プ
ラ
ン
へ
誘
導

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。「
定
期
縛
り
な

し
」と
い
う
記
載
が
あ
っ
て
も
定
期
購
入
の

契
約
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。契
約
条
件
な
ど

を
確
認
し
、納
得
し
た
状
態
で
商
品
を
購

入
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、購
入
す
る
際
は
、契

約
条
件
に
関
す
る
記
載
を
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョッ
ト
で
必
ず
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
、ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
相
談
窓
口

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
専
用
電
話
■

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎ 

（22） 

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

相
談
受
付
時
間
■
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

基 

礎
知
識

消
費
者
の

巧
妙
化
す
る
定
期
購
入
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

７月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

2928 30 1 2 3 4
収
集
あ
り

収
集
な
し

年
金
を
増
や
し
た
い
方
へ

付
加
年
金
保
険
料
制
度

26



　
富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※

講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 

■場 

富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ 

３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 

８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

・ ■￥ 

低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 

■￥ 

会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 

非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 

愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 

■日 

推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-

３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-

７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※

Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 
企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-
２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

安
全
対
策
課
か
ら

市
民
課
か
ら

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
7月  ６日㈪
7月 13日㈪
7月 17日㈮
7月 27日㈪

6個
7個
8個
9個

収集日
7月 17日㈮
7月 27日㈪
7月 31日㈮
8月   7日㈮

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ （28）6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
21日㈫　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ （22）1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
☎ 22-1577（相談専用）

●知的財産相談
14日㈫　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士権正英樹氏）
☎ （24）7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●行政相談
15日㈬　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
21日㈫午後1時～4時
市役所本庁舎2階　東会議室
※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・４金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
21日㈫　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ （24）7111
※相談対象：会員

●法律相談
7日㈫・21日㈫
8月4日㈫・18日㈫
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
10日㈮　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎2階東会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
8日㈬ 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

　「
え
、一
回
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
？
」「
一
回
限

り
の
契
約
だ
っ
た
は
ず
な
の
に・・・」

　「
定
期
購
入
」に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。申
し
込
み
の
途
中
な
ど

で
、さ
ら
に
お
得
な
案
内
や
別
の
商
品
を
提

示
す
る
な
ど
し
て
、意
図
せ
ず
定
期
購
入

や
購
入
回
数
縛
り
の
あ
る
プ
ラ
ン
へ
誘
導

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。「
定
期
縛
り
な

し
」と
い
う
記
載
が
あ
っ
て
も
定
期
購
入
の

契
約
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。契
約
条
件
な
ど

を
確
認
し
、納
得
し
た
状
態
で
商
品
を
購

入
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、購
入
す
る
際
は
、契

約
条
件
に
関
す
る
記
載
を
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョッ
ト
で
必
ず
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
、ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
相
談
窓
口

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
専
用
電
話
■

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎ 

（22） 

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

相
談
受
付
時
間
■
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

基 

礎
知
識

消
費
者
の

巧
妙
化
す
る
定
期
購
入
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

７月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

2928 30 1 2 3 4
収
集
あ
り

収
集
な
し

年
金
を
増
や
し
た
い
方
へ

付
加
年
金
保
険
料
制
度

27 広報ふじよしだ   7 月号



0555-72-8488 10:00~19:00  水曜日

買取品目多数実績がございます！
これ売れるかな？と思ったら
お気軽にご相談くださいませ！

女性が店長でCM放送中の店舗！
高 価 買 取 を目指します！

〒403-0032 富士吉田市上吉田４丁目14-16
山梨県公安委員会第 471042022046 号　広告管理番号R8-5M-079

定休日営業時間TELアクセス

桂橋

ガリバー

カインズ
スターバックス
コーヒー

木の家専門店
たてみ

寿司華
ウエルシア

ドコモショップ

ザ・ビッグ

ABC-MART

富
士
見
バ
イ
パ
ス

139

グランド
オープン！

5/18

お
知
ら
せ

　
富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※

講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 

■場 

富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ 

３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 

８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

・ ■￥ 

低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 
■￥ 
会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 
非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 
６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 

愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 
■日 
推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-
３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-
７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※

Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

催
し
物

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

募
　
集

令和８年７月　　休日水道応急修理当番表
上吉田

新西原

下吉田

上暮地

大明見

上吉田東

上吉田

旭

上吉田

22-7394

23-8479

24-1311

23-7031

22-1898

23-7230

24-2569

24-2097

23-5780

スマイル設備

システム五島

清燃料瓦斯

太陽設備

明進設備

総合設備シムラ

ARNE設備工業

光工業

勝俣配管

向　原 

小明見

大明見

上吉田

浅　間

緑ケ丘

下吉田

大明見

下吉田

22-7893

090-2314-2970

23-3506

080-5444-0352

23-3653

23-3187

24-2397

23-0221

22-4863

舟久保設備

加藤設備工業

三協設備 

渡辺設備

宮下管工 

荒井設備

北稜設備

勝田設備

大博管工

4

5

11

12

18

19

20

25

26

土

日

土

日

土

日

月

土

日

有
料
広
告

青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間

時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ

コ
ラ
ボ
企
画

富
士
山
通
行
料
の
支
払
い
免
除

あ
な
た
が
書
い
た

遺
言
書
を
守
り
ま
す

｢

第
74
回
山
梨
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル｣

開
催

農
業
と
林
業
の

未
来
を
語
ろ
う
！

国道１３９号線沿い 木の家専門店たてみさんの隣になります
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0555-72-8488 10:00~19:00  水曜日

買取品目多数実績がございます！
これ売れるかな？と思ったら
お気軽にご相談くださいませ！

女性が店長でCM放送中の店舗！
高 価 買 取 を目指します！

〒403-0032 富士吉田市上吉田４丁目14-16
山梨県公安委員会第 471042022046 号　広告管理番号R8-5M-079

定休日営業時間TELアクセス

桂橋

ガリバー

カインズ
スターバックス
コーヒー

木の家専門店
たてみ

寿司華
ウエルシア

ドコモショップ

ザ・ビッグ

ABC-MART

富
士
見
バ
イ
パ
ス

139

グランド
オープン！

5/18

お
知
ら
せ

　
富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※

講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 

■場 

富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ 

３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 

８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

・ ■￥ 

低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 

■￥ 

会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 

非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 

愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 

■日 

推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-

３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-

７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※
Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

催
し
物

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

募
　
集

令和８年７月　　休日水道応急修理当番表
上吉田

新西原

下吉田

上暮地

大明見

上吉田東

上吉田

旭

上吉田

22-7394

23-8479

24-1311

23-7031

22-1898

23-7230

24-2569

24-2097

23-5780

スマイル設備

システム五島

清燃料瓦斯

太陽設備

明進設備

総合設備シムラ

ARNE設備工業

光工業

勝俣配管

向　原 

小明見

大明見

上吉田

浅　間

緑ケ丘

下吉田

大明見

下吉田

22-7893

090-2314-2970

23-3506

080-5444-0352

23-3653

23-3187

24-2397

23-0221

22-4863

舟久保設備

加藤設備工業

三協設備 

渡辺設備

宮下管工 

荒井設備

北稜設備

勝田設備

大博管工

4

5

11

12

18

19

20

25

26

土

日

土

日

土

日

月

土

日

有
料
広
告

青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間

時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ

コ
ラ
ボ
企
画

富
士
山
通
行
料
の
支
払
い
免
除

あ
な
た
が
書
い
た

遺
言
書
を
守
り
ま
す

｢

第
74
回
山
梨
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル｣

開
催

農
業
と
林
業
の

未
来
を
語
ろ
う
！

国道１３９号線沿い 木の家専門店たてみさんの隣になります
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保
健
・
福
祉

　
富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※

講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 

■場 

富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ 

３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 

８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

・ ■￥ 

低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 

■￥ 

会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 

非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

募
　
集

お
知
ら
せ

催
し
物

第
２
回
陸
上
競
技
普
及
教
室

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 

愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 

■日 

推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-

３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-

７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※

Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
作
り
た
い
方
を

募
集
し
ま
す

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら

氷
室
ど
よ
う
市

〜
氷
日
和
〜

富
士
吉
田
職
業
訓
練

協
会
か
ら

男
女
共
同
参
画
啓
発

図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
保
険
税（
料
）の
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
：
７
月
２
日
㈭
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
：７
月
８
日
㈬
、

国
民
健
康
保
険
税
：
７
月
10
日
㈮

※

お
届
け
ま
で
に
、
発
送
か
ら
お
よ

そ
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

問
税
務
課
　
介
護
保
険
料
に
関
す

　
る
こ
と
　
☎
内
線
１
２
５

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
関
す

　
る
こ
と
　
☎
内
線
１
１
９

　
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と

　
☎
内
線
１
２
４

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市

Instagram
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保
健
・
福
祉

　
富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※

講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 

■場 

富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ 

３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 

８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 
■定 
・ ■￥ 
低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 

■￥ 

会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 

非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

募
　
集

お
知
ら
せ

催
し
物

第
２
回
陸
上
競
技
普
及
教
室

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 
愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 

■日 

推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-

３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-

７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※

Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
作
り
た
い
方
を

募
集
し
ま
す

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら

氷
室
ど
よ
う
市

〜
氷
日
和
〜

富
士
吉
田
職
業
訓
練

協
会
か
ら

男
女
共
同
参
画
啓
発

図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
保
険
税（
料
）の
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
：
７
月
２
日
㈭
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
：７
月
８
日
㈬
、

国
民
健
康
保
険
税
：
７
月
10
日
㈮

※

お
届
け
ま
で
に
、
発
送
か
ら
お
よ

そ
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

問
税
務
課
　
介
護
保
険
料
に
関
す

　
る
こ
と
　
☎
内
線
１
２
５

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
関
す

　
る
こ
と
　
☎
内
線
１
１
９

　
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と

　
☎
内
線
１
２
４

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市
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保
健
・
福
祉

リニューアルオープンしました

測定用大型防音室導入認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

有
料
広
告

　
富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※
講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 
■場 
富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ 

３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 

８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

Information scramble

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

募
　
集

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

・ ■￥ 

低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 

■￥ 

会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 

非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

催
し
物

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

か
ら

寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 

愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 

■日 

推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-

３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-

７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※

Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

保
健
・
福
祉

吉
田
織
物
の
捨
て
耳
生
地
で

ス
マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う

山
梨
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

か
ら

ふ
じ
の
ま
ち
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

東
京
・
神
奈
川
・
山
梨
・
静
岡
　

富
士
塚
の
写
真
パ
ネ
ル
展

親
子
で
リ
ズ
ム
体
操

有
料
広
告
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保
健
・
福
祉

リニューアルオープンしました

測定用大型防音室導入認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

有
料
広
告

　
富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※

講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 

■場 

富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-
Ｓ
Ｔ
Ａ 
３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 
８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

Information scramble

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

募
　
集

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

・ ■￥ 

低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 

■￥ 

会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 

非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

催
し
物

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

か
ら

寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 

愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 

■日 

推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-

３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-

７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※

Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

保
健
・
福
祉

吉
田
織
物
の
捨
て
耳
生
地
で

ス
マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う

山
梨
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

か
ら

ふ
じ
の
ま
ち
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ル
ー
ム

東
京
・
神
奈
川
・
山
梨
・
静
岡
　

富
士
塚
の
写
真
パ
ネ
ル
展

親
子
で
リ
ズ
ム
体
操

有
料
広
告
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Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

催
し
物

催
し
物

　
富
士
塚
は
江
戸
時
代
の
関
東
地
方
を
中

心
に
、富
士
山
へ
登
拝
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
の
た
め
の
信
仰
の
場
と
し
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。本
パ
ネ
ル
展
で
は
、
現
在
も

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
東
京
・
神
奈

川
の
富
士
塚
の
山
開
き
の
様
子
を
は
じ

め
、
山
梨
・
静
岡
に
残
る
富
士
塚
を
写
真

パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈪

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

 

■￥ 

市
民
無
料

　※

市
外
の
方
１
０
０ 

円

　
　（
小
中
高
生
は
50
円
）

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
バ
ラ
の
植
付
け
や
剪
定
を
中
心
に
、
園

芸
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び

ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

 

■場 

昭
和
町
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮
必
着

介
護
施
設
運
転
講
習

　
介
護
施
設
な
ど
の
運
転
業
務
に
関
わ
る

安
全
運
転
・
介
助
技
術
を
学
び
ま
す
。

日
10
月
５
日
㈪
〜
６
日
㈫

 

■対 

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

 

■場 

甲
府
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

※

講
習
終
了
後
、国
交
省
大
臣
認
定「
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
」修
了
証
交
付

植
木
剪
定
講
習

　
植
木
剪
定
の
基
本
と
、
器
具
の
安
全
な

取
り
扱
い
を
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日
10
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬
　※

全
日
程
に

参
加
で
き
る
方

 

■場 

笛
吹
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す

 

■￥ 

無
料

申
請
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
８
月
10
日
㈪
必
着

【
共
通
事
項
】

申
込
要
件
　
令
和
８
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
丈
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ふ
れ
る
吉
田
織

り
の
傘
生
地
（
捨
て
耳
）で
お
し
ゃ
れ
な
ス

マ
ホ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
８
月
８
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午
、

　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
会
議
室

講
師
　
デ
ザ
イ
ン
計
画「
そ
と
」

　
　
　
作
家
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
島
宏
美
氏

 

■￥ 

５
０
０
円

 ※

申
込
不
要

問
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュー
ジ
ア
ム　
☎
（24） 

２
４
１
１

　
富
士
吉
田
市
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
は
、

未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
リ
ズ
ム
体
操

教
室
を
行
い
ま
す
。音
楽
に
合
わ
せ
て
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。体

操
の
後
は
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
１
日
㈯
　
10
月
３
日
㈯

　
12
月
５
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

 

■場 

富
楽
時

申
込
方
法
　
電
話
　※

予
約
が
必
要
で
す

 

■持 

飲
み
物

問
富
士
吉
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（23） 

８
１
０
５

　
企
画
展「『
冨
士
山
北
口
全
図
』―

近
代
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
に
描
か
れ
て
い
た
世
界
遺
産
」

　
１
９
０
１
年
初
版
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
冨

士
山
北
口
全
図
」と
、
１
９
４
０
年
代
ま
で

発
行
さ
れ
た
類
似
品
の
歴
史
（
成
立
か
ら

終
焉
ま
で
）を
辿
る
企
画
展
で
す
。

日
７
月
24
日
㈮
〜
９
月
23
日（
水
・
祝
）

 

■場 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

 

■￥ 

無
料

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
　
☎
（72） 

２
３
１
４

　
夏
休
み
の
学
校
給
食
の
な
い
期
間
に
、

ひ
と
り
親
の
子
育
て
家
庭
に
食
品
を
提
供

し
ま
す
（
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰
）。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
品
の
寄
付

常
温
保
存
が
で
き
、
未
開
封
の
食
品
で
賞

味
期
限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
も
の

例
：
乾
麺
、缶
詰
類
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

お
菓
子
、お
米
な
ど

○
お
金
の
寄
付

食
品
の
購
入
費
、運
営
費
な
ど

○
時
間
の
寄
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

受
取
場
所
　
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト（
新
町
２-

11-

７)

　※

事
前
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

問
富
士
の
緑
と
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

　
☎
（25） 

７
１
６
１

　
☎
０
７
０-

２
６
４
５-

３
９
６
９

日
７
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ 

３
階

内
容
血
圧
、酸
素
飽
和
度
、骨
密
度
測
定
、

Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
に
よ
る
体
組
成
分
析
、
座

談
会
な
ど

 

■￥ 

無
料
　※

予
約
不
要
で
す

問
市
立
看
護
専
門
学
校
　
☎
（24） 

８
７
５
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
制
度
の
紹
介

１
．児
童
扶
養
手
当

　
離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
一
人
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
ご
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）

へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

２
．ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
、
ま
た
両

親
の
い
な
い
児
童
が
通
院
や
入
院
し
た
際

に
医
療
費（
保
険
適
用
分
）を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

３
．就
労
支
援
事
業

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
と
母
が

安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就

労
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

　
能
力
開
発
支
援
と
し
て
、
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

⑵
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　
６
カ
月
以
上
学
校
な
ど
で
学
ぶ
間
、
安

心
し
て
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生
活

費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

し
、修
了
時
に
も
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

⑶
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

　
家
庭
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
自
立
支

援
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
作
成
し

ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
き

め
細
か
な
就
労
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
フ
ー
ド
バン
ク
事
業
補
助
金

　
本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

フ
ー
ド
バン
ク
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。補
助
金
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
　
☎
内
線
５
６
３

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
向

け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被

害
者
も
加
害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国

的
な
活
動
で
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

　
１
歳
児
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
で
す
。子
育
て
相
談
や
友
達

作
り
、在
園
児
の
様
子
、園
内
施
設
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■日 

毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

月
江
寺
幼
稚
園

 

■対 

ど
な
た
で
も
　※

予
約
制
で
す

 

■￥ 

無
料

 

■持 

帽
子
、水
筒

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
月
江
寺
幼
稚
園
　
☎
（22） 

０
６
９
７

作
品
募
集

　
性
別
に
関
係
な
く
、
皆
さ
ん
が
支
え
合

い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
良
さ
を
発
揮
し
、

自
分
ら
し
く
輝
く
様
子
を
自
由
に
描
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

 

■対 

小
学
校
低
学
年
の
部
：

　 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

　
小
学
校
高
学
年
の
部
：

　
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

募
集
内
容

テ
ー
マ
：「
男
女
共
同
参
画
」（
イ
ラ
ス
ト

を
含
む
）

規
格
：
画
用
紙
（
八
つ
切
り
。２
７
２×

３

９
３㎜
程
度
の
も
の
。）・
縦
、横
ど
ち
ら
で

も
・
画
材
は
自
由
・
文
字
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん

応
募
期
限
　
９
月
11
日
㈮

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

　
　
　
　
　※

応
募
票
を
裏
面
に
貼
付

応
募
先
　
県
男
女
共
同
参
画
・
多
様
性
推

進
課
ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー

問
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
男
女
共
同
参

　 

画
・
多
様
性
推
進
課

　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
８

　
良
質
の
有
機
栽
培
で
安
心
な
野
菜
を
作

り
ま
せ
ん
か
。※

Ｅ
Ｍ
と
は
、
有
用
性
微
生

物
群
の
こ
と
で
す
。

 

■日 

７
月
26
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

 

■場 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

■￥ 

材
料
費
な
ど
５
，０
０
０
円

 

■定 

20
名

 

■持 

バ
ケ
ツ
、
タ
オ
ル
、
容
器
を
お
持
ち
の
方

は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
小
俣
　
☎
０
９
０-

４
３
６
８-

５
８
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

 

■定 

20
人
　

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル

　
①
②
④
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
　
③
上
履
き

 

■￥ 

①
〜
③：
６
，０
０
０
円

　
④：
５
，０
０
０
円

 

■対 

①
③
④：
高
校
生
以
上

　
②
60
歳
以
上

①
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
Ｆ
Ｒ
Ｐ
〜

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

②
ゆ
っ
た
り
シ
ニ
ア
ヨ
ガ

日
８
月
18
日
〜
11
月
17
日

　※

毎
週
火
　
全
12
回

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
９
月
22
日
・
11
月
３
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

日
８
月
20
日
〜
11
月
５
日

　※

毎
週
木
　
全
12
回

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

日
８
月
20
日
〜
10
月
22
日

　※

毎
週
木
　
全
10
回

　
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

　※

上
記
教
室
の
受
付
は
７
月
１
日
㈬
か

　
　
ら
で
す

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
直
伝
！

夏
休
み
親
子
か
け
っ
こ
教
室
＆
走
り
方
教
室

　
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
・
佐
野
夢
加
氏
を
招
き
、小
学

生
を
対
象
に
走
り
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

運
動
会
前
に
早
く
走
る
コ
ツ
を
学
ぼ
う
！！

日
８
月
１
日
㈯

　
小
学
校
低
学
年
親
子

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
小
学
校
高
学
年

　
午
前
11
時
〜
正
午

 

■場 

鐘
山
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

・ ■￥ 

低
学
年
親
子
：
10
組
20
人
（
１
組

１
，０
０
０
円
）　

高
学
年
：
20
人(

１
人
５
０
０
円)

 

■持 

上
履
き
・
水
筒
・
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回

講
習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

日
７
月
７
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　
８
・
15
・
29
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　
11
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

 

■対 

高
校
生
以
上
　※

完
全
予
約
制

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
科(

１
月
試
験
）

日
８
月
３
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日×

21
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

 

■￥ 

会
員
：
３
０
，０
０
０
円
、

　 

非
会
員
：
４
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
①

日
８
月
５
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜
日×

８
回

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

 

■￥ 

会
員
、非
会
員
と
も
に
１
５
，０
０
０
円

 

■定 

６
名
　※

３
名
未
満
は
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切
日
　
７
月
21
日
㈫

問
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
☎
（22） 

５
２
１
４

　〝
か
き
氷
〞を
テ
ー
マ
に
、
夏
の
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ひ
ん
や
り
イ
ベン
ト「
氷
室
ど

よ
う
市
〜
氷
日
和
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

シ
ロ
ッ
プ
が
多
数
揃
い
、
こ
の
夏
限
定
の
特

別
な
か
き
氷
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
１

日
で
す
。か
き
氷
の
ほ
か
に
も
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
や
素
敵
な
雑
貨
、ハン
ド
メ
イ
ド
作

品
な
ど
、
多
彩
な
出
店
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
７
月
18
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

　 （
富
士
見
１-

１-

５
）※

駐
車
場
あ
り

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
元

五
輪
代
表
指
導
者
に
よ
る
陸
上
教
室
を
行

な
い
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
６
時

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

 

■￥ 

無
料

申
込
締
切
日
　
７
月
６
日
㈪

申
込
方
法
　
電
話

　
　
　
　
　※

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

問
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

☎
（24） 

４
２
７
２

　
７
月
は
「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止

全
国
強
調
月
間
」
で
す
。現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
青
少
年
の
ト
ラ
ブ
ル
が
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。裸
体
画
像
を
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の「
犯
罪
被
害
」だ
け
で

な
く
、
安
易
に
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
加
担

し
て
し
ま
う
な
ど
の「
非
行
」も
深
刻
な
問

題
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間
が
増
え
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
機
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　『
青
少
年
の
健
全
育
成
に
近
道

な
し
！
目
を
か
け
手
を
か
け
声
を
か
け
大

人
み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
』

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

最
重
点
取
り
組
み
　
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る

子
ど
も
の
性
被
害
な
ど
の
防
止

取
り
組
み（
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
）

１
．子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用

　 

状
況
を
把
握
し
、安
全
管
理
を
行
お
う

２
．フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
よ
う

３
．親
子
で
一
緒
に「
わ
が
家
の
マ
イ
ル
ー
ル

　 （
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
）」を
作
ろ
う

【
昨
年
度「
非
行
防
止
標
語 

」優
秀
作
品
】

・『
や
め
よ
う
よ 

一
度
やった
ら 

消
え
な
い
よ
』

・『
あ
り
が
と
う 

いつ
で
も
伝
わ
る 

愛
言
葉
』

・『
君
に
だ
け 

心
の
ハン
ド
ル 

き
れ
る
の
は
』

・『
少
し
だ
け 

軽
い
気
持
ち
が 

命
取
り
』

・『
気
づ
い
て
よ 

未
来
を
壊
す 

そ
の
行
為
』

問 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
自
身
で
作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」を
ご
存
じ
で
す
か
。法
務
局

で
保
管
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書
の
紛
失
や

第
三
者
に
よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、相
続
開
始
後
の
家
庭

裁
判
所
の
検
認
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま

す
。な
お
、保
管
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。

予
約
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
１
８
５

　
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
コ
ー

ナ
ー「
時
を
紡
ぐ
ふ
じ
よ
し
だ
」。今
月
か

ら
、
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
馬
場

亮
河
氏
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
昔
の
記
憶
や
写
真
を
、未
来
の

富
士
吉
田
へ
と
つ
な
い
で
い
く
企
画
で
す
。

広
報
誌
裏
面
に
掲
載
写
真
や
自
宅
に
眠
る

写
真
に
ま
つ
わ
る
「
思
い
出
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
裏
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
林
大
学
校

　
養
成
科
（
果
樹
学
科
・
園
芸
学
科
・
森

林
学
科
）と
専
攻
科（
落
葉
果
樹
学
科
）の

学
校
説
明
会
お
よ
び
入
学
試
験
の
お
知
ら

せ
で
す
。

学
校
説
明
会

 

■日 

７
月
11
日
㈯
、★
25
日
㈯
、

　
★
８
月
８
日
㈯
、★
22
日
㈯
、

　
◎
10
月
31
日
㈯

　
★
体
験
実
習
を
含
む

　
◎
収
穫
祭
同
時
開
催

　
午
前
10
時
〜
正
午

入
学
試
験

 

■日 

推
薦
入
試
：
10
月
７
日
㈬

　
一
般
前
期
入
試
：
12
月
２
日
㈬

　
一
般
後
期
入
試
：
令
和
９
年
１
月
29
日
㈮

問
長
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
１-

３
２-

２
２
６
９

　
富
士
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
０
５
５
６-

４
２-

７
０
８
０

　
入
会
住
民
は
登
山
規
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
通
行
料
の

支
払
い
が
免
除
に
な
り
ま
す
。五
合
目
吉

田
口
登
山
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
す
る
際
、
富

士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
内
で
通

行
証
を
発
行
し
ま
す
。な
お
、馬
返
し
か
ら

入
山
す
る
場
合
、
六
合
目
安
全
指
導
セ
ン

タ
ー
付
近
で
身
分
証
明
書
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

期
間
　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
10
日
㈭

■対 

入
会
住
民

必
要
な
も
の
　
住
所
が
わ
か
る
も
の

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

　
保
護
組
合
　
森
林
環
境
課

　
☎
（22）
３
３
５
５

　
山
梨
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計

グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 

県
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
方
　
第
１
部
：
小
学
校
１
・

２
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第
２
部
：
小

学
校
３
・
４
年
生
の
手
描
き
の
作
品
、
第

３
部
：
小
学
校
５
・
６
年
生
の
手
描
き
の

作
品
、
第
４
部
：
中
学
生
の
手
描
き
の
作

品
、第
５
部
：
小
・
中
学
生
の
Ｐ
Ｃ
の
作
品
、

第
６
部
：
高
校
生
以
上
の
手
描
き
・Ｐ
Ｃ

の
作
品

課
題
　
自
由
　※

小
学
校
４
年
生
以
下
の

児
童
は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

規
格
　
Ｂ
２
判（
72
．８㎝×

51
．５㎝
）、紙

質
、色
彩
は
自
由
　※

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表

面
の
セ
ロ
ハン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
　※

Ｂ
２
版
の
用
紙
は
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　
６
月
５
日
㈮
〜
９
月
２
日
㈬

必
着

表
彰
　
各
部
門
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育

長
賞
２
点
以
内
、入
選
２
点
以
内
、佳
作
数

点
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
　※

優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。出
品
と
な
っ
た

方
は
、
統
計
検
定
４
級（
活
動
賞
）が
贈
ら

れ
ま
す

問
山
梨
県
新
価
値
創
造
推
進
局
統
計
調
査

課
　
☎
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
０

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、暑
さ
や
長

時
間
の
運
転
、
渋
滞
に
よ
る
疲
労
か
ら
集

中
力
が
低
下
し
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

【
夏
に
多
い
事
故
の
原
因
】

・
暑
さ
に
よ
る
集
中
力
の
低
下
、

   

疲
労
の
増
加

・
紫
外
線
に
よ
る
目
の
疲
れ

・
交
通
量
の
増
加

・
不
安
定
な
天
候

 

■期 

７
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
徹
底
運
動

　
毎
月
14
日
は
「
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
の
日
」
で

す
。交
通
事
故
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

の
高
い
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■日 

７
月
11
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
７
月
10
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※

持
ち
物
や
日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

　
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■対 

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
第

１
号
被
保
険
者
）、
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）
が
対
象

で
す
。

※

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
・
公
務
員

の
方
な
ど
）ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
）、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
、国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
産
前
産
後
期

間
の
免
除
は
除
く
）。

納
付
開
始
月
　
申
し
出
を
し
た
月

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
加
算

さ
れ
る
付
加
年
金
額
　
２
０
０
円×

付
加

保
険
料
納
付
月
数

《
例
》20
年
間（
２
４
０
月
）付
加
保
険
料
を

納
め
た
場
合

【
納
め
る
金
額
】

４
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

９
６
，０
０
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
金
額
】

２
０
０
円×

20
年
間（
２
４
０
月
）＝

４
８
，０
０
０
円

年
金
を
受
給
す
る
際
は
、４
８
，０
０
０
円

（
年
額
）が
付
加
年
金
額
と
し
て
生
涯
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
元
が

取
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
目
以
降
は
毎
年

４
８
，０
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
す

問
日
本
年
金
機
構
　
大
月
年
金
事
務
所
　

☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

　
市
民
課
　
☎
内
線
１
４
６

７
月
は〝
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〞強
調
月
間
で
す

ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

（
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆
20
日
㈪・㈷
第
63
回
カ
ワ
イ
音
楽
教
室
発
表
会

　
午
前
10
時

　《
問
》カ
ワ
イ
音
楽
教
室

　
☎
０
５
５-

２
３
２-

３
８
１
１
　
無
料

市
民
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル

◆
３
日
㈮
富
士
の
里
市
民
大
学
　
午
後
１
時
30
分

　《
問
》生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
３
　
無
料

◆
５
日
㈰
ヤ
マハ
音
楽
教
室

　
ピ
ア
ノ
科・エ
レ
ク
ト
ー
ン
科
合
同
発
表
会

　
午
前
９
時
30
分

　《
問
》内
藤
楽
器
　
☎
（23） 

６
９
５
５
　
無
料

◆
18
日
㈯
〜
20
日
㈪・㈷

　
フ
ラ
ン
ス
ベッ
ト
工
場
直
送
フ
ェ
ア
ー

　
午
前
10
時

　《
問
》フ
ラ
ン
ス
ベッ
ド
㈱

　
☎
０
４
２-
５
４
１-

３
２
０
１

◆
26
日
㈰・28
日
㈫
〜
29
日
㈬

　
第
44
回
吉
田
空
襲
展

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　※

29
日
は
11
時
30
分
受
付
終
了

　《
問
》富
士
吉
田
市
教
職
員
組
合

　
☎
０
８
０-

２
３
６
０-

６
４
４
４
　
無
料

市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

◆
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
午
前
11
時
〜

　
９
日
㈭・23
日
㈭

詳
細
は
Ｐ
15「
ら
い
ぶ
ら
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

※

催
し
物
は
主
催
者
の
都
合
に
よ
り
、掲
載
し
な
い

　
場
合
や
内
容
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※

催
し
物
の
問
い
合
わ
せ
は
主
催
者
へお
願
い
し
ま
す

７
月
休
館
日

６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
21
日
㈫
・
27
日
㈪

月
江
寺
幼
稚
園

キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン

駐車場はこちら

　
７
月
１
日
の
富
士
山
の
開
山
と
と
も
に
、

い
よ
い
よ
富
士
吉
田
も
本
格
的
な
夏
が
幕
を

開
け
ま
す
。
私
と
い
え
ば
、
直
接
取
材
に
行

く
こ
と
は
な
く
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
日
々
。

今
日
も
現
場
へ
駆
け
出
す
担
当
者
た
ち
。

　
彼
ら
の
奮
闘
の
お
か
げ
で
、
今
月
号
も
夏

の
暑
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
見
ど
こ
ろ

や
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
誌
面
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。
担
当
者
が
現
場
で
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
す
な
か
、
私
が
最
も
汗
を
流
し
た
の

は
、
こ
の
編
集
後
記
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た

瞬
間
で
し
た
。
そ
し
て
今
も
、
机
の
前
で
冷

や
汗
を
流
し
な
が
ら
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

ま
す
。（
紀
）

六
根
清
浄
（
編
集
後
記
）

善意ありがとう
富士山の麓有志の会  　　　  417,193円
富士吉田市立看護専門学校      29,300円

人口と世帯
（令和８年 6月１日現在）

富士吉田市住民基本台帳登録人口・世帯数
カッコ内は前月比

人　口　45,689 人　   （△10）
　男　　22,414 人　   （+   2）
　女　　23,275 人　   （△12）
世帯数　21,127 世帯   （＋ 13）

□ 病院でやせるように言われた（健診が近い）
□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)
お試し1週間13.200円 代引き・カード払い可

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 有
料
広
告

有
料
広
告

34



有
料
広
告
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ふじさんホール

明見中学校

桂川河川公園

吉田小学校

冨士山元祠

富士山遭難者慰霊碑前

国境を越えて響き合う音色
姉妹都市コロラドスプリングス市から「コロラドスプリングス・ユースシンフォ
ニー」を迎え、本市の「富士山火焔太鼓の会」「吉田高等学校音楽部」との
合同コンサートを開催。国境を越えた音楽交流の場となりました。

笑顔でつながる、出会いの輪
本市でのホームステイで日本の風習を学ぶ
教授1名と学生10名が本市に滞在し、4泊5日のホームステイを体験しました。ホ
ストファミリーとの温かい交流を通じて、日本の風習や文化を肌で学びました。

新しくなった学び舎への感謝を込めて。
笑顔あふれる特別な給食タイム
新しくなった校舎や、体育館の整備への感謝を伝えるため、明見
中学校が市長を給食に招待し「市長さんに感謝を伝える会」が
開かれました。

ナディヤさん、新天地へ
ウクライナから避難し、本市で日々を過ごしてきたナ
ディヤさんが、新たな一歩を踏み出すため、次のまち
へと旅立ちました。これからの新生活でのご活躍を
心より応援しています。

すべての登山者に安全と無事故を
夏山シーズンを前に「富士山安全祈願祭・遭難者慰霊
祭」が執り行われ、遭難者の慰霊と全登山者の安全・無
事故を祈願しました。

プロの手で、地域の美化
建設安全協議会に加盟する15社の皆様により、草
刈りボランティア活動が行われました。

開山の祈りと、新装の冨士山元祠
夏山シーズンの到来を告げる「冨士開山祭」とあわせ「冨士山元祠」
の修復完了を報告する竣工奉告祭が執り行われました。

コロラド大学コロラド・スプリングス校学生ら来訪

ナディヤさんの門出

富士山安全祈願祭・遭難者慰霊祭

冨士山元祠復元修理竣工奉告祭・冨士開山祭

第55回富士吉田市消防団ポンプ操法大会

Sister cities concert開催

建設安全協議会による草刈りボランティア

市長さんに感謝を伝える会

富士吉田支部中学校総合体育大会の様子
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ふじさんホール

明見中学校

桂川河川公園

吉田小学校

冨士山元祠

富士山遭難者慰霊碑前

国境を越えて響き合う音色
姉妹都市コロラドスプリングス市から「コロラドスプリングス・ユースシンフォ
ニー」を迎え、本市の「富士山火焔太鼓の会」「吉田高等学校音楽部」との
合同コンサートを開催。国境を越えた音楽交流の場となりました。

笑顔でつながる、出会いの輪
本市でのホームステイで日本の風習を学ぶ
教授1名と学生10名が本市に滞在し、4泊5日のホームステイを体験しました。ホ
ストファミリーとの温かい交流を通じて、日本の風習や文化を肌で学びました。

新しくなった学び舎への感謝を込めて。
笑顔あふれる特別な給食タイム
新しくなった校舎や、体育館の整備への感謝を伝えるため、明見
中学校が市長を給食に招待し「市長さんに感謝を伝える会」が
開かれました。

ナディヤさん、新天地へ
ウクライナから避難し、本市で日々を過ごしてきたナ
ディヤさんが、新たな一歩を踏み出すため、次のまち
へと旅立ちました。これからの新生活でのご活躍を
心より応援しています。

すべての登山者に安全と無事故を
夏山シーズンを前に「富士山安全祈願祭・遭難者慰霊
祭」が執り行われ、遭難者の慰霊と全登山者の安全・無
事故を祈願しました。

プロの手で、地域の美化
建設安全協議会に加盟する15社の皆様により、草
刈りボランティア活動が行われました。

開山の祈りと、新装の冨士山元祠
夏山シーズンの到来を告げる「冨士開山祭」とあわせ「冨士山元祠」
の修復完了を報告する竣工奉告祭が執り行われました。

コロラド大学コロラド・スプリングス校学生ら来訪

ナディヤさんの門出

富士山安全祈願祭・遭難者慰霊祭

冨士山元祠復元修理竣工奉告祭・冨士開山祭

第55回富士吉田市消防団ポンプ操法大会

Sister cities concert開催

建設安全協議会による草刈りボランティア

市長さんに感謝を伝える会

富士吉田支部中学校総合体育大会の様子
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市公式 LINE の予約メニューから申し込みできます。ご両親は
もちろん、おじいちゃん、おばあちゃんとの応募、お子さん一人
での応募も大歓迎！ 申込み：市民協働推進課　広報担当　☎内線 214
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を ぐ時

元気で勉強も運動もがんばれ！
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ご意見は
コチラ

　織物（
ハ
タ
オ
リ
）の
ま
ち
、富
士
吉
田
。そ
の

歴
史
は
、ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な

富
士
吉
田
の
歴
史
の
一
端
を
、広
報
担
当
の

ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　6
月
号
に
掲
載
し
た
写
真
は
、昭
和
30
年
代

頃
の
市
制
祭
で
行
わ
れ
て
い
た「
ミ
ス
富
士
コ
ン

ク
ー
ル
」の
様
子
で
す
。記
録
に
よ
る
と
、当
時

は
市
制
祭
で
最
も
人
気
の
あ
る
イ
ベン
ト
で
あ

り
、優
勝
者
を
は
じ
め
と
す
る
入
賞
者
は
、市

内
で
パレ
ー
ド
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
こ
れ
は
何
年

頃
だ
と
思
う
」な
ど
、些
細
な
こ
と
で
も
ぜ
ひ

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　今回
ご
紹
介
す
る
写
真
は
こ
ち
ら
で
す
。

渡辺雄一さん（祖父）

渡辺　栞さん(6歳)　　椋成さん(6歳)
わたなべ りょうせいしおり

都留信用組合からのお願い お客さま情報やお取引の目的などの
更新にご協力をお願いいたします。

都留信用組合では、口座が犯罪に利用されることを防ぐためお客さまにハガキを定期的に送付
した情報更新を依頼しています。情報更新はお客さまの大切な口座を守ることにつながります。

※ご回答に際し、金融機関が暗証番号やパスワードの入力を求めることはありません。また、電子メール
や SMSで本人確認することはありません。詳しくは、ハガキに記載の電話へお問い合わせください。

ハガキが
届きます

住所やお取引目的等
の更新を依頼してい
ます。

スマートフォンパソコン
からのご回答

一人ひ
とりの協力が必要です

つなぐ絆で、
地域を守る。
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